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◼ 2024年4月～10月において、三次②必要量に対する予測誤差（前日予測値ーGC予測
値）を確認したところ、約14%のコマで不足(三次②必要量＜予測誤差)、約31%のコマで
予備(三次②必要量＞予測誤差)となっていた。

三次②必要量に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

1-1. 三次②必要量に対する予測誤差
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◼ 2024年4月～10月のGC予測値に対する前日予測値（予測誤差）は下図の通り。

◼ 誤差が不足となるコマ と比べて、余剰となるコマ が多い傾向にあった。

GC予測値に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値）

【参考】GC予測値に対する前日予測値（予測誤差）
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◼ 2024年4月～10月において、三次②必要量が予測誤差に対して対応した状況を確認したと
ころ、約26%となっていた。

◼ なお、再エネ予測は上振れと下振れが発生するものであり、また安定供給の観点から三次②は
大幅な下振れに備えるため確保しているため、すべての三次②を活用する頻 は高くなく、一般
的に使用率は高くならないものと考えられる。

1-2. 三次②必要量の使用率

 

 

  

  

  

  

  

  

                 

 
 
 
  
 

三次②使用率
（予測誤差実績[前日予測値ーGC予測値]÷三次②必要量）
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◼ 三次②必要量がどの程 下振れ予測誤差に対応するか評価するため、以下の考え方に基づ
き集計を行った。

➢再エネ上振れ時には再エネ予測誤差は0と扱う。

➢必要量を超えて下振れが生じた場合には、予測誤差を必要量と同値にする。

【参考】使用率の算定方法

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022.2.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/files/jukyu_shijyo_28_04.pdf
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◼ 2024年 の三次②必要量が特異的な気象状況によるものか確認した。

◼ 具体的には、2024年 の必要量テーブルに対して、2023年 ※ と2024年   を用いて
算出した“不足コマ “と“予備となったコマ “を比較し確認した。

1-3. 気象状況による影響（1/2）

＃
前日予測値
GC予測値

三次②必要量テーブル 補 足

１ 2024年4月～10月 2024 の 取引に用いたテーブル
2024年4月～10月の
必要量  

２ 2023年4月～10月※１ 同 上
前年 の前日予測値から算定
した必要量

＜気象による影響を確認するため用いるデータ＞

※１ 前日予測値およびGC予測値は2024年 設備量の伸び率にて補正
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◼ 2023年   値では、約20%のコマが不足、約25%のコマが予備であった。

◼ 2024年 の  値を用いた結果と比較しても特出した差はなく、2024年 の気象による特異
な事象ではないと考えられる。

前日予測値・GC予測値の使用年度を変更した場合のデュレーションカーブ比較
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

1-4. 気象状況による影響（2/2）
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◼ 累計必要量においても、気象要因による有意差はなかった。

【参考】気象による累計必要量への影響
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◼ 2024年 と2023年 の同期間※の必要量との比較評価を行った結果、累計では15%程 
減少しており、各月でみると6月～7月は2023年 必要量が少なく、4～5月・8月～10月は
2024年 必要量が少ない。

◼ これは気象  や必要量テーブル作成に用いる諸元データの違い、7月より導入された三次②
の効率的な調達によるものと考えられる。

1-5. 三次②必要量の前年 との比較

＃ 三次②必要量 三次②必要量テーブル 前日予測値

１ 2024年4月～10月の  2024年 の 取引に用いたテーブル 2024年4月～10月

２ 2023年4月～10月の  を設備増加率で補正 2023年 の 取引に用いたテーブル 2022年4月～10月

＜必要量の諸元＞

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

   
   

 

 

 

 

 
 
  

           

                

 

    

   

    

   

    

   

    

   

    

               

 
 
  

                           

※三次②必要量はFIT設備量の変化にも影響を受けることから、2023年 の必要量は2024年 との設備増加率にて補正を 施
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◼ 三次②必要量は再エネ予測精 に影響を受けることから、2023年 と2024年 での前日
予測値と  値の差について比較評価を行った。なお、FIT設備量の変化にも影響を受けるこ
とから、設備増加率にて補正を行っている。

◼ 2023年 と2024年 を比較して、再エネ予測精 に大きな違いはないと考えられる。

1-6. 再エネ予測精 の前年 との比較

実績に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー   値）

下振れ

上振れ
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◼ 前述のとおり、2024年 における予測誤差 (前日予測値ーGC予測値)と三次②必要量を比
較したところ、約14%の不足が発生していたものの、再エネ予測外しによる大幅な周波 低下
等の事象は発生していない。

◼ これは、 需給断面では、三次②に加えて二次②・三次①相当の調整力を用いて、再エネ予
測誤差に対応しているためと考えられる。

◼ このため、 需給断面における“再エネ予測誤差”と“事前に確保した調整力”を比較した結果、
約98.3%のコマで  の誤差に対応できていたことを確認。

◼ 一方、残り1.7%は余力活用電源の余力に頼る運用となっていた。

『EDC相当の予測誤差分調整力』に対する
『実需給における予測誤差(前日予測値ー実績値) 』のデュレーションカーブ

（縦軸：前日予測値 ー   値 ー 三次②必要量 ー 三次① ー 電源Ⅰ(予測誤差分) ）

2-1.  需給における再エネ予測誤差  
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◼ 2024年 4月～10月で三次②不足量が最大の断面について、 運用の状況を確認したとこ
ろ、需要ならびに再エネインバランスに対して、三次②、二次②・三次①や余力活用電源および
広域需給調整による調整力で対応できていた。

6/20の状況

2-2. 不足した断面での 需給の運用状況

三次②不足 が最大の断面(11:30)       と   

発動 の 備 

その他インバラ
14ＭＷ

   インバラ
397ＭＷ

11:30

+95ＭＷ

余 活 電源
494ＭＷ

確保調整 

 リア外調整 
(調整 α)
+:流入 -:流 

不足
インバランス

余剰
インバランス

需 インバラ
5ＭＷ

  想定以降
GC想定に向け
   が減少

三次②調達 
62ＭＷ

二次②・三次①調達 
141ＭＷ
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◼ 三次②必要量は「前日から  値の予測誤差の σ」－ 「GCから  値の予測誤差の σ」
により算定を行っているため、 際に生じる前日からGCまでの予測誤差に対しては三次②必要
量が不足する断面が一定程 発生することになる。

【参考】三次②必要量が不足する断面が生じる要因

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022.2.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/files/jukyu_shijyo_28_04.pdf
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◼ 第30回需給調整市場検討小委にて整理された気象予測の信頼 に応じた必要量の算定手
法について、評価を 施。

◼ 信頼 予測手法を導入していない場合と比較した結果、累計約26%の必要量低減効果が
あったことを確認した。

3-1. 信頼 予測による必要量比較
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◼ 信頼 予測の運用においては、気象会社からの予測信頼 に基づいて、適切にテーブルを選
択し、募集を行う必要がある。

◼ 今後自動的にテーブル選択するシステムを導入することが望ましいが、本システムが導入されるま
での間は、手動にてテーブルの選択を行うこととなる。

◼ そのため、適切なテーブル選択が 施できていたか確認を行い、2024年 4月～10月分につ
いては気象会社からの予測信頼 に応じたテーブル選択を確 に 施できていた。

3-2. 信頼 予測による運用の確認

出所）第30回需給調整市場検討小委員会（2022.7.13）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_30_02.pdf
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◼ 第48回需給調整市場検討小委にて整理された、三次調整力②の効率的な調達が2024年
7月1日より導入され、前日市場での必要量を σ→ σ相当値に削減することとした。

◼ これに伴い、前日15時時点の再エネ予測値について、追加調達閾値以上の下振れが発生し
た場合、再エネ下振れ量を加味して σ必要量相当を追加調達する運用を 施している。

◼ 当該運用が開始となった7月から10月の期間において、追加調達を 施したコマは 施期間
中8.2%であった。(5904コマ中483コマ)

4-1. 2024年 からの新たな取り組み(三次調整力②の効率的な調達)
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◼ 前日市場での必要量を σ→ σ相当値とすることで、不要な断面の必要量を削減する取り組
みであり、必要と判断する断面のみ追加調達を 施して σ相当値を確保する。

◼ 取り組み対象としては、全ブロック（48コマ）を対象としている。

【参考】効率的な調達に伴う追加調達について

出所）第48回需給調整市場検討小委員会（2024.6.26）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/jukyu_shijyo_48_02.pdf
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◼ 三次②必要量テーブルは、月別・予測出力帯・時間帯別に分類するため、十分なデータが蓄
積できていない区分において特異値が発生しているため、テーブル内で隣接する予測誤差発生
状況を用いて補正処理を 施している。

◼ 補正処理による効果を確認するため、三次②必要量テーブルについて補正処理の有/無毎に
必要量に対する予測誤差を算出し、比較する。

5-1. 必要量テーブルの特異値補正による不足量の変化

第20 需給調整市場検討小委 資料３
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◼ 補正処理により、不足側の期間は減少し、予備側の期間は増加している。

◼ 予備側期間の増加は発生しつつも、不足側期間は減少しており、安定供給の観点から、補正
処理は妥当であったと考えられる。

◼ また、現状は、前後の必要量差が系統規模比1%以上の箇所を補正している。

◼ “1%補正した場合”と“すべて補正した場合”とを比較すると、不足期間・量は同程 であった。

5-2. 特異値を補正する閾値
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◼ 2024年 4月～10月の予測誤差（前日予測値ーGC予測値）に対して、三次②必要量
が不足する断面は存在したが、二次②・三次①や余力活用電源の活用、広域需給調整に
よって安定供給上は問題なく対応できた。

◼ また、予測誤差に対して必要量が大きい断面も同様に存在したが、必要な調整力は過去の誤
差  の σ値、再エネの下振れが予見される場合には σ値を採用しており、統計的には発生
しうる事象であると考える。

◼ 引き続き、再エネ予測精 向上等により、必要量の低減および調達精 の向上を図っていく。

5. まとめ
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p 1

2024年度上期三次調整力②の必要量に係る
事後評価の結果について

2025年3月4日

東北電力ネットワーク株式会社
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p 2
１．実績比較 共同調達なかりせば

◼ 2024年4月～10月において、三次②必要量に対する予測誤差（前日予測値ーGC予測値）を確
認したところ、約32%のコマで不足（三次②必要量＜予測誤差）、約59%のコマで予備（三次②
必要量＞予測誤差）となっていた。

1-1.三次②必要量に対する予測誤差

三次②必要量に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

不足

予備

3σ

約32%

約59%

2σ

σ
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p 3
１．実績比較

【参考】ＧＣ予測値に対する前日予測値（予測誤差）

共同調達なかりせば

GC予測値に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値）

約50%

約50%

下振れ

上振れ

◼ 2024年4月～10月のGC予測値に対する前日予測値（予測誤差）は、下図の通り。

◼ 誤差が上振れ，下振れしたコマ数についてはどちらも約50%と同程度の結果となった。
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p 4
１．実績比較 共同調達なかりせば

◼ 2024年4月～10月において、三次②必要量が再エネの下振れ誤差に対応した状況（使用率）を
確認したところ、約30%となっていた。

◼ なお、再エネ予測は上振れと下振れが発生するものであり、また安定供給の観点から三次②は大幅な
下振れに備えるため確保しているため、すべての三次②を活用する頻度は高くなく、一般的に使用率は
高くならないものと考えられる。

1-2.三次②必要量の使用率

三次②使用率
（予測誤差実績[前日予測値ーGC予測値]÷三次②必要量）



Copyright © Tohoku Electric Power Network Co.,Inc. 2024 All Rights Reserved. 

p 5
１．実績比較

【参考】使用率の算定方法

◼ 三次②必要量がどの程度下振れ予測誤差に対応するか評価するため、以下の考え方に基づき
集計を行った。

➢再エネ上振れ時には再エネ予測誤差は0と扱う。

➢必要量を超えて下振れが生じた場合には、予測誤差を必要量と同値にする。
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p 6
1-3. 気象状況による影響 (1/2)

１．実績比較 共同調達なかりせば

◼ 2024年度の三次②必要量が特異的な気象状況によるものか確認した。

◼ 具体的には、2024年度の必要量テーブルに対して、2023年度実績を用いて算出した“不
足コマ数“と“予備となったコマ数“を比較し確認した。

前日予測値・GC予測値 三次②必要量テーブル 補 足

１ 2024年4月～10月 2024年度の実取引に用いたテーブル 2024年4月～10月の必要量実績

２ 2023年4月～10月※１ 同 上
前年の前日予測値から

算定した必要量

＜気象による影響を確認するため用いるデータ＞

※１ 前日予測値およびGC予測値は2024年度設備量の伸び率にて補正
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1-3. 気象状況による影響 (2/2)

１．実績比較 共同調達なかりせば

◼ 2023年度実績値では、約40%のコマが不足、約50%のコマが予備であった。

◼ 2024年度の実績値を用いた結果と比較しても有意差はなく、2024年度の気象による特異な
事象ではないと考えられる。

前日予測値・GC予測値の使用年度を変更した場合のデュレーションカーブ比較
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

不足

予備

#2 約40%

#1 約32%

#1 約59%

#2 約50%
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p 8
【参考】気象による累計必要量への影響

１．実績比較 共同調達なかりせば

◼ 累計必要量においても、気象要因による有意差はなかった。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）
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p 9
1-5. 三次②必要量の前年度との比較

１．実績比較

◼ 三次②必要量の比較評価として、2023年度同期間の必要量との比較評価を行った。なお、三次
②必要量はFIT設備量の変化にも影響を受けることから、2023年度の必要量は2024年度との設
備増加率にて補正を行っている。

◼ 2024年度必要量は約63%程度減少しているが、これは主に気象モデルの更新と三次調整力②の
効率的な調達導入によるものと考えられる。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

＃ 三次②必要量 三次②必要量テーブル 前日予測値

１ 2024年度4月～10月の実績 2024年度の実取引に用いたテーブル 2024年度4月～10月

２ 2023年度4月～10月の実績を設備増加率で補正 2023年度の実取引に用いたテーブル 2023年度4月～10月

＜必要量の諸元＞

共同調達
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1-6. 再エネ予測精度の前年度との比較

１．実績比較

◼ 前日予測から実績値との差を用いて、2023年度※と2024年度の再エネ予測精度を比較
した結果、大きな違いはないと考えられる。

実績に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー 実績値）

下振れ

上振れ

※FIT設備量の変化にも影響を受けることから、設備増加率にて補正
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２-1. 実需給における再エネ予測誤差対応

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

『EDC相当の予測誤差分調整力』に対する『実需給における予測誤差(前日予測値ー実績値) 』のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー 実績値 ー EDC相当の予測誤差分調整力）

◼ 前述のとおり、2024年度における予測誤差 (前日予測値ーGC予測値)と三次②必要量を比較した
ところ、約32%の不足が発生していたものの、再エネ予測外しによる大幅な周波数低下等の事象は発
生していない。

◼ これは、実需給断面では、三次②に加えて二次②・三次①相当の調整力を用いて、再エネ予測誤差
に対応しているためと考えられる。

◼ このため、実需給断面における“再エネ予測誤差”と“事前に確保した調整力”を比較した結果、
約98.4%のコマで実績の誤差に対応できていたことを確認。

◼ 一方、残り約1.6%は、余力活用電源の余力に頼る運用となっていた。

不足

予備

約1.6%
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p 12
2-2. 不足した断面での実需給の運用状況

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

◼ 2024年度4月～10月で三次②不足量が最大の断面について、実運用の状況を確認したところ、
需要ならびに再エネインバランスに対して、三次②、二次②・三次①や余力活用電源および広域
需給調整による調整力で対応できていた。

三次②不足量が最大の断面時の運用状況
（7/20 27コマ目（13:00～13:30） 最大不足量 2,332MWの断面)

運用状況 再エネ予測値と実績値
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【参考】三次②必要量が不足する断面が生じる要因

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

◼ 三次②必要量は「前日から実績値の予測誤差の3σ」－ 「GCから実績値の予測誤差の3σ」
により算定を行っているため、実際に生じる前日からGCまでの予測誤差に対しては三次②必要
量が不足する断面が一定程度発生することになる。

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022.2.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/files/jukyu_shijyo_28_04.pdf
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3-1.信頼度予測による必要量比較

３．気象信頼度予測実績評価

◼ 第30回需給調整市場検討小委にて整理された気象予測の信頼度に応じた必要量の算定手法に
ついて、評価を実施。

◼ 信頼度予測手法を導入していない場合と比較した結果、累計約20%の必要量低減効果があったこ
とを確認した。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

共同調達なかりせば
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3-2.信頼度予測による運用の確認

３．気象信頼度予測実績評価

◼ 信頼度予測の運用においては、気象会社からの予測信頼度に基づいて、適切にテーブルを選
択し、募集を行う必要がある。

◼ 今後自動的にテーブル選択するシステムを導入することが望ましいが、本システムが導入されるま
での間は、手動にてテーブルの選択を行うこととなる。

◼ そのため、適切なテーブル選択が実施できていたか確認を行い、2024年4月～10月分について
は気象会社からの予測信頼度に応じたテーブル選択を確実に実施できていた。

出所）第30回需給調整市場検討小委員会（2022.7.13）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_30_02.pdf
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4-1. 2024年度からの新たな取り組み(三次調整力②の効率的な調達)

４．三次調整力②の効率的な調達

16
◼ 第48回需給調整市場検討小委にて整理された、三次調整力②の効率的な調達が2024年7月1日

より導入され、前日市場での必要量を3σ→1σ相当値に削減することとした。

◼ これに伴い、前日15時時点の再エネ予測値について、追加調達閾値以上の下振れが発生した場合、
再エネ下振れ量を加味して3σ必要量相当を追加調達する運用を実施している。

◼ 当該運用が開始となった7月から10月の期間において、追加調達を実施したコマは実施期間中
約1.8%であった。(5904コマ中105コマ)

三次②追加調達発生回数
（累計）

三次②追加調達発生回数
（各月）
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【参考】効率的な調達に伴う追加調達について

４．三次調整力②の効率的な調達

◼ 前日市場での必要量を3σ→1σ相当値とすることで、不要な断面の必要量を削減する取り組み
であり、必要と判断する断面のみ追加調達を実施して3σ相当値を確保する。

◼ 取り組み対象としては、全ブロック（48コマ）を対象としている。

出所）第48回需給調整市場検討小委員会（2024.6.26）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/jukyu_shijyo_48_02.pdf
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5-1.必要量テーブルの特異値補正による不足量の変化

◼ 三次②必要量テーブルは、月別・予測出力帯・時間帯別に分類するため、十分なデータが蓄積できて
いない区分において特異値が発生しているため、テーブル内で隣接する予測誤差発生状況を用いて補
正処理を実施している。

◼ 補正処理による効果を確認するため、三次②必要量テーブルについて補正処理の有/無毎に必要量に
対する予測誤差を算出し、比較する。

第20回需給調整市場検討小委 資料３

５．必要量テーブルの補正処理
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5-2.特異値を補正する閾値

◼ 不足側では、補正処理をすることにより、高さおよび期間が減少している。一方、予備側では、補正処理
をすることにより、高さおよび期間が増加している。

◼ また、現状は前後の必要量差が系統規模比1%以上の箇所を補正している。

◼ “1%補正した場合”と“すべて補正した場合”で対応できている断面は概ね同程度であり、安定供給面
からは1%とすることは妥当であったと考えている。

三次①②必要量（各補正）に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測誤差 ー 三次②必要量（補正値1%、補正値0%、すべて補正、補正値3%） ）

不足

予備

５．必要量テーブルの補正処理

補正無し
38.7%

すべて補正
29.6%

1%補正
31.8%

3%補正
32.6%

補正無し
61.0%

3%補正
41.6%

1%補正
40.8%

すべて補正
38.6%
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６．まとめ

◼ 2024年度4月～10月の予測誤差（前日予測値ーGC予測値）に対して、三次②必要量が不足
する断面は存在したが、二次②・三次①や余力活用電源の活用、広域需給調整によって安定供給
上は問題なく対応できた。

◼ また、予測誤差に対して必要量が大きい断面も同様に存在したが、必要な調整力は過去の誤差実
績の1σ値、再エネの下振れが予見される場合には3σ値を採用しており、統計的には発生しうる事象
であると考える。

◼ 引き続き、再エネ予測精度向上等により、必要量の低減および調達精度の向上を図っていく。
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【東京】
2024年度上期三次調整力②の必要量に係る
事後検証の結果について

2025年3月4日

東京電力パワーグリッド株式会社
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1-1. 三次②必要量に対する予測誤差 2

◼ 2024年度4月～10月において、三次②必要量に対する予測誤差（前日予測値ーGC予測
値）を確認したところ、約10%のコマで不足(三次②必要量＜予測誤差)、約47%のコマで
予備(三次②必要量＞予測誤差)となっていた。

１．実績比較

三次②必要量に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

不足

予備

3σ

約9.9%

約51.9%

2σ

σ
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【参考】GC予測値に対する前日予測値（予測誤差） 3

◼ GC予測値と前日予測値の誤差実績を確認した結果、 2024年度4月～10月の下振れと
上振れがほぼ同程度発生していることを確認。

GC予測値に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値）

１．実績比較

約27.3%

約
27.1%

下振れ

上振れ
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1-2. 三次②必要量の使用率 4

◼ 2024年度4月～10月において、三次②必要量が再エネの下振れ誤差に対応した状況（使
用率）を確認したところ、約23%となっていた。

◼ なお、再エネ予測は上振れと下振れが発生するものであり、また安定供給の観点から三次②は
大幅な下振れに備えるため確保しているため、すべての三次②を活用する頻度は高くなく、一般
的に使用率は高くならないものと考えられる。

１．実績比較

三次②使用率
（予測誤差実績[前日予測値ーGC予測値]÷三次②必要量）



©TEPCO Power Grid, Inc. All Rights Reserved.

【参考】使用率の算定方法 5

◼ 三次②必要量がどの程度下振れ予測誤差に対応するか評価するため、以下の考え方に基づき
集計を行った。

➢再エネ上振れ時には再エネ予測誤差は0と扱う。

➢必要量を超えて下振れが生じた場合には、予測誤差を必要量と同値にする。

１．実績比較

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023.1.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_35_04.pdf
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1-3. 気象状況による影響 (1/2) 6

◼ 2024年度の三次②必要量が特異的な気象状況によるものか確認した。

◼ 具体的には、2024年度の必要量テーブルに対して、2023年度※1実績を用いて算出した“
不足コマ数“と“予備となったコマ数“を比較し確認した。

＃ 前日予測値・GC予測値 三次②必要量テーブル 補 足

１ 2024年度4月～10月 2024年度の実取引に用いたテーブル
2024年度4月～10月の

必要量実績

２ 2023年度4月～10月※１ 同 上
前年の前日予測値から

算定した必要量

＜気象による影響を確認するため用いるデータ＞

※１ 前日予測値およびGC予測値は2024年度設備量の伸び率にて補正

１．実績比較
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1-4. 気象状況による影響 (2/2) 7

◼ 2023年度実績値では、約11%のコマが不足、約51.9%のコマが予備であった。

◼ 2024年度の実績値を用いた結果と比較しても有意差はなく、2024年度の気象による特異な
事象ではないと考えられる。

前日予測値・GC予測値の使用年度を変更した場合のデュレーションカーブ比較
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

不足

予備

#2 約11.0%

#1 約9.9%

#1 約51.9%

#2 約50.6%

１．実績比較
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【参考】気象による累計必要量への影響 8

◼ 累計必要量においても、気象要因による有意差はなかった。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

１．実績比較
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1-5. 三次②必要量の前年度との比較 9

◼ 2024年度と2023年度の同期間※の必要量との比較評価を行った結果、累計では2.5%程
度減少しており、各月でみると4月～6月は2023年度必要量が少なく、7月～10月は2024
年度必要量が少ない。

◼ これは気象条件や必要量テーブル作成に用いる諸元データの違い、7月より導入された三次
②の効率的な調達によるものと考えられる。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

１．実績比較

＃ 三次②必要量 三次②必要量テーブル 前日予測値

１ 2024年度4月～10月の実績 2024年度の実取引に用いたテーブル 2024年度4月～10月

２ 2023年度4月～10月の実績を設備増加率で補正 2023年度の実取引に用いたテーブル 2023年度4月～10月

＜必要量の諸元＞
※三次②必要量はFIT設備量の変化にも影響を受けることから、2023年度の必要量は2024年度との設備増加率にて補正を実施
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1-6. 再エネ予測精度の前年度との比較 10

◼ 前日予測から実績値との差を用いて、2023年度※と2024年度の再エネ予測精度を比較
した結果、大きな違いはないと考えられる。

１．実績比較

実績に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー 実績値）

下振れ

上振れ

※FIT設備量の変化にも影響を受けることから、設備増加率にて補正
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２-1. 実需給における再エネ予測誤差対応 11

◼ 前述のとおり、2024年度における予測誤差 (前日予測値ーGC予測値)と三次②必要量を比
較したところ、約10%の不足が発生していたものの、再エネ予測外しによる大幅な周波数低下
等の事象は発生していない。

◼ これは、実需給断面では、三次②に加えて二次②・三次①相当の調整力を用いて、再エネ予
測誤差に対応しているためと考えられる。

◼ このため、実需給断面における“再エネ予測誤差”と“事前に確保した調整力”を比較した結果、
約99.3%のコマで実績の誤差に対応できていたことを確認。

◼ 一方、残り0.7%は余力活用電源の余力に頼る運用となっていた。
『EDC相当の予測誤差分調整力』に対する『実需給における予測誤差(前日予測値ー実績値) 』のデュレーションカーブ

（縦軸：前日予測値 ー 実績値 ー EDC相当の予測誤差分調整力）

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

不足

予備

約0.7%
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2-2. 不足した断面での実需給の運用状況 12

◼ 2024年度4月～10月で三次②不足量が最大の断面について、実運用の状況を確認したと
ころ、需要ならびに再エネインバランスに対して、三次②、二次②・三次①や余力活用電源お
よび広域需給調整による調整力で対応できていた。

三次②不足量が最大の断面(8:00)

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

三次②調達量
1236ＭＷ

余力活用電源
3775ＭＷ

+624MW

再エネインバラ
3803ＭＷ

その他インバラ
158ＭＷ

需要インバラ
1615ＭＷ

再エネ予測値と実績値

前日想定以降
GC想定に向け
予測値が減少

8:00

2024/6/29の状況(不足量1743MW)

確保調整力 エリア外調整力
(調整量α)

+:流入 -:流出

不足
インバランス

余剰
インバランス

発動後の予備力

※

※ 実績値は、日射量から求めた推定実績値。

二次②・三次①調達量
847ＭＷ
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【参考】三次②必要量が不足する断面が生じる要因 13

◼ 三次②必要量は「前日から実績値の予測誤差の3σ」－ 「GCから実績値の予測誤差の3σ」
により算定を行っているため、実際に生じる前日からGCまでの予測誤差に対しては三次②必要
量が不足する断面が一定程度発生することになる。

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022.2.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/files/jukyu_shijyo_28_04.pdf
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3-1.信頼度予測による必要量比較 14

◼ 第30回需給調整市場検討小委にて整理された気象予測の信頼度に応じた必要量の算定
手法について、評価を実施。

◼ 信頼度予測手法を導入していない場合と比較した結果、累計約22%の必要量低減効果が
あったことを確認した。

◼ 7月以降の必要量については、効率的な調達導入に伴い信頼度予測の効果が低減したと推
測される。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

3．気象信頼度予測実績評価
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3-2.信頼度予測による運用の確認 15

◼ 信頼度予測の運用においては、気象会社からの予測信頼度に基づいて、適切にテーブルを選
択し、募集を行う必要がある。

◼ 今後自動的にテーブル選択するシステムを導入することが望ましいが、本システムが導入されるま
での間は、手動にてテーブルの選択を行うこととなる。

◼ そのため、適切なテーブル選択が実施できていたか確認を行い、2024年度4月～10月分につ
いては気象会社からの予測信頼度に応じたテーブル選択を確実に実施できていた。

出所）第30回需給調整市場検討小委員会（2022.7.13）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_30_02.pdf

3．気象信頼度予測実績評価
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4-1. 2024年度からの新たな取り組み(三次調整力②の効率的な調達) 16

◼ 第48回需給調整市場検討小委にて整理された、三次調整力②の効率的な調達が2024
年7月1日より導入され、前日市場での必要量を3σ→1σ相当値に削減することとした。

◼ これに伴い、前日15時時点の再エネ予測値について、追加調達閾値以上の下振れが発生し
た場合、再エネ下振れ量を加味して3σ必要量相当を追加調達する運用を実施している。

◼ 当該運用が開始となった7月から10月の期間において、追加調達を実施したコマは実施期間
中2.3%であった。(5904コマ中135コマ)

三次②追加調達発生回数
（累計）

4．三次調整力②の効率的な調達

三次②追加調達発生回数
（各月）



©TEPCO Power Grid, Inc. All Rights Reserved.

【参考】効率的な調達に伴う追加調達について 17

◼ 前日市場での必要量を3σ→1σ相当値とすることで、不要な断面の必要量を削減する取り組み
であり、必要と判断する断面のみ追加調達を実施して3σ相当値を確保する。

◼ 取り組み対象としては、全ブロック（48コマ）を対象としている。

出所）第48回需給調整市場検討小委員会（2024.6.26）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/jukyu_shijyo_48_02.pdf

4．三次調整力②の効率的な調達
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5-1. 必要量テーブルの特異値補正による不足量の変化 18

◼ 三次②必要量テーブルは、月別・予測出力帯・時間帯別に分類するが、十分なデータが蓄積
できていない区分においては特異値が発生するため、テーブル内で隣接する予測誤差発生状
況を用いて補正処理を実施している。

◼ 補正処理による効果を確認するため、三次②必要量テーブルについて補正処理の 有/無 毎に
必要量に対する予測誤差を算出し、比較する。

5．必要量テーブルの補正処理

出所）第20回需給調整市場検討小委員会（2020.12.11）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/files/jukyu_shijyo_20_03.pdf
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5-2. 特異値を補正する閾値 19

◼ 補正処理により、不足側の期間は減少し、予備側の期間は増加している。

◼ 予備側期間の増加は発生しつつも、不足側期間は減少しており、安定供給の観点から、補正
処理は妥当であったと考えられる。

◼ また、現状は、前後の必要量差が系統規模比1%以上の箇所を補正している。

◼ “1%補正した場合”と“すべて補正した場合”とを比較すると、不足期間・量は同程度であった。

不足

予備

5．必要量テーブルの補正処理

三次②必要量（各補正）に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測誤差 ー 三次②必要量（補正無し、すべて補正(0%)、補正値1%、補正値3%） ）

補正無し
38.1%

3%補正 50.9%

1%補正
51.9%

すべて補正
52.8%

すべて補正
9.0%

1%補正
9.9%

3%補正
10.9%

補正無し
14.0%
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20

◼ 2024年度4月～10月の予測誤差（前日予測値ーGC予測値）に対して、三次②必要量
が不足する断面は存在したが、二次②・三次①や余力活用電源の活用、広域需給調整によ
って安定供給上は問題なく対応できた。

◼ また、予測誤差に対して必要量が大きい断面も同様に存在したが、必要な調整力は過去の誤
差実績の1σ値、再エネの下振れが予見される場合には3σ値を採用しており、統計的には発
生しうる事象であると考える。

◼ 引き続き、再エネ予測精度向上等により、必要量の低減および調達精度の向上を図っていく。

6．まとめ



2024年度上期三次調整力②の必要量に
係る事後検証の結果について

2025年3月4日
中部電力パワーグリッド



Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Gr i d  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rved .2

1-1.三次②必要量に対する予測誤差

✓ 2024年度4月から10月における三次②必要量に対する予測誤差(前日予測値ーGC予測値)

を確認したところ、全コマ中の約33％が不足(三次②必要量＜予測誤差)、約60％が予備(三
次②必要量＞予測誤差）となった。

三次②必要量に対する予測誤差のデュレーションカーブ

（縦軸：予測誤差[前日予測値ーGC予測値]－三次②必要量）

1．実績比較
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【参考】予測誤差（GC予測値に対する前日予測値）

予測誤差のデュレーションカーブ

（縦軸：予測誤差[前日予測値ーGC予測値] ）

✓ 予測誤差（GC予測値に対する前日予測値）は、全コマ中約63％が予測から下振れ(前日予
測＞GC予測)、約37％が予測から上振れ(前日予測＜GC予測)となった。

1．実績比較



1-2.三次②必要量の使用率
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三次②使用率

（予測誤差実績[前日予測値ーGC予測値]※÷三次②必要量）

※再エネが上振れした場合の誤差は「0」、必要量を超過する下振れ誤差は必要量を上限とする。

✓ 2024年度4月から10月における三次②必要量使用率の評価として、必要量が実際に再エネ予測の
下振れ誤差に対応した状況(使用率)を確認したところ、必要量のうち約34％が再エネ予測誤差に対
応していた。

✓ 三次②は、再エネ予測の大幅な下振れに備えるために確保しており、上振れ時は使用されないこと、
下振れ時であっても全て使用されるとは限らないため、一般的に使用率は高くならないものと考えられる。

1．実績比較
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1-3.気象状況による影響（1/2）

✓ 2024年度の三次②必要量が特異的な気象状況によるものかどうか確認した。

✓ 具体的には、2024年度の三次②必要量テーブルと2023年度の前日予測値※1を用いて三次②
必要量を算出した場合の不足・予備を確認し、2024年度の予測値を用いた場合の不足・予備
と比較した。

＃
前日予測値
GC予測値

三次②必要量テーブル 補 足

１ 2024年4月～2024年10月
2024年度の実取引に

用いたテーブル
2024年4月～10月の必要量
実績

２ 2023年4月～2023年10月※１ 同 上
2023年4月～10月の前日予
測値・GC予測値から算定した
必要量

＜気象による影響を確認するため用いるデータ＞

※１ 前日予測値およびGC予測値は2024年度設備量の伸び率にて補正

1．実績比較
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1-3.気象状況による影響（2/2）

三次②必要量に対する予測誤差のデュレーションカーブ

（縦軸：予測誤差[前日予測値ーGC予測値]－三次②必要量）

✓ 2024年度と2023年度の4月から10月の三次②必要量に対する予測誤差を比較したが、特段
の有意差は見られず、2024年度において気象状況に起因して実績誤差に影響を及ぼした特異
事象は無かったと考えられる。

1．実績比較
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【参考】三次②必要量への影響

✓ 三次②必要量（累計、月別）についても、気象影響による特段の有意差は見られなかった。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

1．実績比較



1-4.三次②必要量の前年度との比較
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✓ 2024年度と2023年度の4月から10月の必要量を比較評価した結果、2024年度の必要量の累計は
2023年度と比較し約25%低減した。

✓ 特に、2024年7月以降の必要量が減少しており、7月より導入された三次②の効率的な調達によるも
のと考えられる。

＃ 三次②必要量 三次②必要量テーブル 前日予測値

１ 2024年4月～10月の実績 2024年4月～10月の実取引に用いたテーブル 2024年4月～10月

2 2023年4月～10月の実績※１ 2023年4月～10月の実取引に用いたテーブル 2023年4月～10月

＜比較対象データ＞ ※１ 2024年度設備量の伸び率にて補正

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

1．実績比較



1-5.再エネ予測精度の前年度との比較
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予測誤差(前日-実績)のデュレーションカーブ

（縦軸：予測誤差[前日予測値ー実績値] ）

✓ 三次②必要量は再エネ予測精度に影響を受けることから、 2024年度と2023年度の4月から10

月の予測誤差[前日予測値ー実績値]※1を用いて再エネ予測精度を比較した結果、2024年度
と2023年度で大きな違いはないと考えられる。

※１ 2023年予測誤差は2024年設備量の伸び率にて補正

1．実績比較
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2-1.実需給における予測誤差

✓ 前述(1-1.)のとおり、全コマ中の約33％で不足(三次②必要量＜予測誤差)が発生していたものの、これまで
の間、予測誤差に起因した大幅な周波数低下等の事象は発生していない。

✓ その理由として、実需給断面では三次②に加えて、二次②・三次①を用いて再エネ予測誤差に対応している
ことが考えられるため、実需給断面における『事前に確保したEDC相当の調整力（三次②、二次②・三次
①）』と『再エネ予測誤差(前日予測値－実績値)』を比較した。

✓ その結果、全コマ中の約98.5％が、事前に確保していた調整力を使用して予測誤差に対応していたことを確
認した。他方、約1.5%は余力活用電源の余力に頼る運用となっていた。

実需給断面における『EDC相当の予測誤差分調整力』
に対する『予測誤差』のデュレーションカーブ

（縦軸：『前日予測値 ー 実績値』 ー 『EDC相当の予測誤差分調整力』 ）

2．必要量が不足した断面における需給運用の状況
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2-2.不足した断面での実需給の運用状況

✓ 2024年度4月から10月における三次②不足量が最大となった断面について、実運用の状況を
確認したところ、需要ならびに再エネインバランスに対して三次②、二次②・三次①や余力活用
電源および広域需給調整による調整力で適切に対応していたことを確認。

三次②不足量が最大の断面
(6/17 14:30 不足量1, 956MW)

FIT配分予測とFIT発電実績(6/17)

2．必要量が不足した断面における需給運用の状況
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3-1.信頼度予測による必要量比較

✓ 第30回需給調整市場検討小委員会(2022年7月13日)にて整理された気象予測の信頼度に応じた
必要量の算定手法について、評価を実施した。

✓ 2024年度4月から10月において、気象信頼度を活用していない必要量テーブルで必要量算定を行っ
た場合(従来手法)と比較した結果、累計約29%の必要量低減効果があったことを確認した。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

3．気象信頼度予測実績評価
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3-2.信頼度予測による運用の確認

✓ 信頼度予測の運用においては、気象会社からの予測信頼度に基づいて、適切にテーブルを選択し、募
集を行う必要がある。

✓ 当社は、気象会社からの予測信頼度に基づき、自動的にテーブル選択するシステムを導入する予定と
しているが、このシステムが導入されるまでの間は、手動にてテーブルの選択を行うこととなる。

✓ そのため、適切なテーブル選択が実施できていたか確認を行い、2024年4月～10月において気象会社
からの予測信頼度に応じたテーブル選択を概ね実施できていたことを確認した。

第30回需給調整市場検討小委員会(資料2)

3．気象信頼度予測実績評価
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4.2024年度からの新たな取り組み（三次調整力②の効率的な調達）

✓ 第48回需給調整市場検討小委にて整理された、三次調整力②の効率的な調達が2024年7

月1日より導入され、前日市場での必要量を3σ→1σ相当値に削減することとした。
✓ これに伴い、前日15時時点の再エネ予測値について、追加調達閾値以上の下振れが発生した
場合、再エネ下振れ量を加味して3σ必要量相当を追加調達する運用を実施している。

✓ 当該運用が開始となった7月から10月の期間において、追加調達を実施したコマは実施期間中
約3.7%であった。(5904コマ中220コマ) 

三次②追加調達発生回数
（累計）

三次②追加調達発生回数
（各月）

4．三次調整力②の効率的な調達



【参考】効率的な調達に伴う追加調達について
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✓ 前日市場での必要量を3σ→1σ相当値とすることで、不要な断面の必要量を削減する取り組みであり、
必要と判断する断面のみ追加調達を実施して3σ相当値を確保する。

✓ 取り組み対象としては、全ブロック（48コマ）を対象としている。

出所）第48回需給調整市場検討小委員会（2024.6.26）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/jukyu_shijyo_48_02.pdf

4．三次調整力②の効率的な調達
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5-1.必要量テーブルの線形補正による不足量の変化

✓ 三次②必要量テーブルは、月別・予測出力帯・時間帯別に分類するが、十分なデータが蓄積で
きていない区分において特異値が発生しているため、テーブル内で隣接する予測誤差を用いて補
正処理を実施している。

✓ 今年度は、テーブル内で隣接する予測誤差が系統規模比1%以上の箇所を補正処理の対象と
している。

✓ 補正処理による効果を確認するため、三次②必要量テーブルについて補正処理の有/無毎に必
要量に対する予測誤差を算出し、比較する。

第20回需給調整市場検討小委員会(資料3)より抜粋

5．必要量テーブルの補正処理
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5-2.特異値を補正する閾値

✓ 下図のとおり、補正処理の違いによる三次②必要量に対する予測誤差を比較したところ、補正
処理を行うことで補正処理なしの場合に比べて、不足側では高さ(MW)、コマ数ともに減少し、他
方、予備側では高さ(MW)、コマ数ともに増加した。

✓ また、現在の補正処理（1%）は、閾値を設けずにすべて補正処理を行った場合と同程度で
あった。

三次②必要量（各補正）に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測誤差 ー 三次②必要量（補正無し、すべて補正(0%)、補正値1%、補正値3%） ）

5．必要量テーブルの補正処理
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6.まとめ

✓ 予測誤差の実績に対して、三次②必要量が不足する断面があったが、二次②・三次①、余力
活用電源および広域需給調整によって、安定供給上は問題なく対応できたことから、2024年度
4月から10月の三次②必要量テーブルは補正処理も含めておおむね妥当であったと考える。

✓ 一方、三次②必要量が予測誤差を上回る断面もあったが、三次②必要量テーブルは過去の予
測誤差実績の3σ値から作成しているため、統計的には発生し得る事象であると考える。

✓ 引き続き、予測誤差の傾向を注視するとともに、予測精度の向上にかかる検討を進めていく。
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2024年度上期三次調整力②の必要量に係る
事後検証の結果について
2 0 2 5年 3月 4日

北陸電力送配電株式会社
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1-1. 三次②必要量に対する予測誤差 1

◼ 2024年度4月～10月において、三次②必要量に対する予測誤差（前日予測値ーGC予測値）を確認
したところ、約23%のコマで不足(三次②必要量＜予測誤差)、約69%のコマで予備(三次②必要量＞予
測誤差)となっていた。

１．実績比較

三次②必要量に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

不足

予備

約23%

約69%
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【参考】GC予測値に対する前日予測値（予測誤差） 2

◼ GC予測値と前日予測値の誤差実績を確認した結果、 2023年4月～10月の下振れと上振れのコマ数に
大きな差異はないことを確認。

１．実績比較

GC予測値に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値）

下振れ

上振れ

約41%

約36%
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1-2. 三次②必要量の使用率 3

◼ 2024年度4月～10月において、三次②必要量が再エネの下振れ誤差に対応した状況（使用率）を確
認したところ、約24%となっていた。

◼ なお、再エネ予測は上振れと下振れが発生するものであり、また安定供給の観点から三次②は大幅な下振
れに備えるため確保しているため、すべての三次②を活用する頻度は高くなく、一般的に使用率は高くならな
いものと考えられる。

三次②使用率
（予測誤差実績[前日予測値ーGC予測値]÷三次②必要量）

１．実績比較
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【参考】使用率の算定方法 4

◼ 三次②必要量がどの程度下振れ予測誤差に対応するか評価するため、以下の考え方に基づき集計を行っ
た。

➢ 再エネ上振れ時には再エネ予測誤差は0と扱う。

➢ 必要量を超えて下振れが生じた場合には、予測誤差を必要量と同値にする。

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023.1.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_35_04.pdf

１．実績比較
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1-3. 気象状況による影響 (1/2) 5

◼ 2023年度の三次②必要量が特異的な気象状況によるものか確認した。

◼ 具体的には、2024年度の必要量テーブルに対して、2023年度※1と2024年度実績を用いて算出した“不
足コマ数“と“予備となったコマ数“を比較し確認した。

＃ 前日予測値・GC予測値 三次②必要量テーブル 補 足

１ 2024年度4月～10月 2024年度の実取引に用いたテーブル
2024年度4月～10月の

必要量実績

２ 2023年度4月～10月※１ 同 上
前年の前日予測値から

算定した必要量

＜気象による影響を確認するため用いるデータ＞

※１ 前日予測値およびGC予測値は2024年度設備量の伸び率にて補正

１．実績比較
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1-4. 気象状況による影響 (2/2) 6

◼ 2023年度実績値では、約25%のコマが不足、約69%のコマが予備であった。

◼ 2024年度の実績値を用いた結果と比較しても有意差はなく、2024年度の気象による特異な事象ではな
いと考えられる。

前日予測値・GC予測値の使用年度を変更した場合のデュレーションカーブ比較
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

１．実績比較

#1 2024年度
約23%

#1 2024年度
約69%

#2 2023年度
約25%

＃2 2023年度
約69%

不足

予備
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【参考】気象による累計必要量への影響 7

◼ 月別の必要量においては、必要量にばらつきが見られるものの、気象による差と考えられ、累計の必要量にお
いては有意差は見られなかった。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

１．実績比較
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1-5. 三次②必要量の前年度との比較 8

◼ 2024年度と2023年度の同期間※の必要量との比較評価を行った結果、累計では同程度であり、各月で
みるとばらつきがある。これは気象条件や必要量テーブル作成に用いる諸元データの違いによるものと考えられ
る。

※三次②必要量はFIT設備量の変化にも影響を受けることから、2023年度の必要量は2024年度との設備増加率にて補正を実施

＃ 三次②必要量 三次②必要量テーブル 前日予測値

１ 2024年度4月～10月の実績 2024年度の実取引に用いたテーブル 2024年度4月～10月

２
2023年度4月～10月の実績
を設備増加率で補正

2023年度の実取引に用いたテーブル 2023年度4月～10月

＜必要量の諸元＞

１．実績比較

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）
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1-6. 再エネ予測精度の前年度との比較 9

◼ 前日予測から実績値との差を用いて、2023年度※と2024年度の再エネ予測精度を比較した結果、大きな
違いはないと考えられる。

※FIT設備量の変化にも影響を受けることから、設備増加率にて補正

実績に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー 実績値）

１．実績比較

下振れ

上振れ
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２-1. 実需給における再エネ予測誤差対応 10

◼ 前述のとおり、2024年度における予測誤差(前日予測値ーGC予測値)と三次②必要量を比較したところ、
約23%の不足が発生していたものの再エネ予測外しによる大幅な周波数低下等の事象は発生していない。

◼ これは、実需給断面では、三次②に加えて二次②・三次①相当の調整力を用いて、再エネ予測誤差に対
応しているためと考えられる。

◼ このため、実需給断面における“再エネ予測誤差”と“事前に確保した調整力”を比較した結果、約99%のコ
マで実績の誤差に対応できていたことを確認。

◼ 一方、残り1%は、余力活用電源の余力に頼る運用となっていた。

『EDC相当の予測誤差分調整力』に対する『実需給における予測誤差(前日予測値ー実績値) 』のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー 実績値 ー EDC相当の予測誤差分調整力）

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

不足

予備

約1%
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2-2. 不足した断面での実需給の運用状況 11

◼ 2024年4月～2024年10月で三次②不足量が最大の断面について、実運用の状況を確認したところ、需
要ならびに再エネインバランスに対して、三次②、二次②・三次①や余力活用電源および広域需給調整によ
る調整力で対応できていた。

三次②不足量が最大の断面(13:30～14:00) 再エネ予測値と実績値

2024/7/8の状況(不足量149MW)

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

三次②調達量
82ＭＷ

余力活用電源
123ＭＷ

+280MW

再エネインバラ
156ＭＷ

需要インバラ
58ＭＷ

その他インバラ
24ＭＷ

確保調整力

エリア外調整力
(調整量α)

+:流入 -:流出

不足
インバランス

発動後の予備力二次②・三次①調達量
112ＭＷ

前日想定以降
実需給に向け
予測値が減少

13:30
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【参考】三次②必要量が不足する断面が生じる要因 12

◼ 三次②必要量は「前日から実績値の予測誤差の3σ」－ 「GCから実績値の予測誤差の3σ」により算定を
行っているため、実際に生じる前日からGCまでの予測誤差に対しては三次②必要量が不足する断面が一
定程度発生することになる。

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022.2.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/files/jukyu_shijyo_28_04.pdf

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況
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3-1.信頼度予測による必要量比較 13

◼ 第30回需給調整市場検討小委にて整理された気象予測の信頼度に応じた必要量の算定手法について、
評価を実施。

◼ 信頼度予測手法を導入していない場合と比較した結果、累計約18%の必要量低減効果があったことを確
認した。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

3．気象信頼度予測実績評価
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3-2.信頼度予測による運用の確認 14

◼ 信頼度予測の運用においては、気象会社からの予測信頼度に基づいて、適切にテーブルを選択し、募集を
行う必要がある。

◼ 今後自動的にテーブル選択するシステムを導入することが望ましいが、本システムが導入されるまでの間は、
手動にてテーブルの選択を行うこととなる。

◼ そのため、適切なテーブル選択が実施できていたか確認を行い、2024年度4月～10月分については気象会
社からの予測信頼度に応じたテーブル選択を確実に実施できていた。

出所）第30回需給調整市場検討小委員会（2022.7.13）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_30_02.pdf

3．気象信頼度予測実績評価
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4-1. 2024年度からの新たな取り組み(三次調整力②の効率的な調達) 15

◼ 第48回需給調整市場検討小委にて整理された、三次調整力②の効率的な調達が2024年7月1日より
導入され、前日市場での必要量を3σ→1σ相当値に削減することとした。

◼ これに伴い、前日15時時点の再エネ予測値について、追加調達閾値以上の下振れが発生した場合、再エ
ネ下振れ量を加味して3σ必要量相当を追加調達する運用を実施している。

◼ 当該運用が開始となった7月から10月の期間において、追加調達を実施したコマは実施期間中2.9%で
あった。(5904コマ中170コマ) 

4．三次調整力②の効率的な調達

三次②追加調達発生回数
（累計）

三次②追加調達発生回数
（各月）

170
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【参考】効率的な調達に伴う追加調達について 16

◼ 前日市場での必要量を3σ→1σ相当値とすることで、不要な断面の必要量を削減する取り組みであり、必
要と判断する断面のみ追加調達を実施して3σ相当値を確保する。

◼ 取り組み対象としては、全ブロック（48コマ）を対象としている。

4．三次調整力②の効率的な調達

出所）第48回需給調整市場検討小委員会（2024.6.26）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/jukyu_shijyo_48_02.pdf
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5-1. 必要量テーブルの特異値補正による不足量の変化 17

◼ 三次②必要量テーブルは、月別・予測出力帯・時間帯別に分類するため、十分なデータが蓄積できていない
区分において特異値が発生しているため、テーブル内で隣接する予測誤差発生状況を用いて補正処理を実
施している。

◼ 補正処理による効果を確認するため、三次②必要量テーブルについて補正処理の有/無毎に必要量に対す
る予測誤差を算出し、比較する。

出所）第20回需給調整市場検討小委員会（2020.12.11）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/files/jukyu_shijyo_20_03.pdf

5．必要量テーブルの補正処理
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5-2. 特異値を補正する閾値 18

◼ 補正処理により、不足側の期間は減少し、予備側の期間は増加している。

◼ 予備側期間の増加は発生しつつも、不足側期間は減少しており、安定供給の観点から、補正処理は妥当
であったと考えられる。

◼ また、現状は、前後の必要量差が系統規模比1%以上の箇所を補正している。

◼ “1%補正した場合”と“すべて補正した場合”とを比較すると、不足期間・量は同程度であった。

三次①②必要量（各補正）に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測誤差 ー 三次②必要量（補正無し、すべて補正(0%)、補正値1%、補正値3%） ）

不足

予備

5．必要量テーブルの補正処理

[MW]

すべて補正
不足コマ割合
約21%

1%補正
不足コマ割合
約23%
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◼ 2024年度4月～10月の予測誤差（前日予測値ーGC予測値）に対して、三次②必要量が不足する断
面は存在したが、二次②・三次①や余力活用電源の活用、広域需給調整によって安定供給上は問題なく
対応できた。

◼ また、予測誤差に対して必要量が大きい断面も同様に存在したが、必要な調整力は過去の誤差実績の1σ
値、再エネの下振れが予見される場合には3σ値を採用しており、統計的には発生しうる事象であると考える。

◼ 引き続き、再エネ予測精度向上等により、必要量の低減および調達精度の向上を図っていく。



【関西】2024年度三次調整力②の必要量に係る
事後検証の結果について

関西電力送配電株式会社

2025/3/4



2

Kansai Transmission and Distribution,Inc.

1-1.三次②必要量に対する予測誤差(共同調達無し)

○ 2024年4月～10月において、三次②必要量に対する予測誤差(前日予測値ーGC予
測値)を確認したところ、約30%のコマで不足(三次②必要量＜予測誤差)、約54%
のコマで予備(三次②必要量＞予測誤差)となっていた。

三次②必要量に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

不足

予備

3σ２σ σ

約54%

約30%
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

【参考】GC予測値に対する前日予測値（予測誤差）

○ 2024年4月～10月のGC予測値に対する前日予測値(予測誤差)は、下図の通り。
○誤差が余剰となるコマ数のほうが不足となるコマ数より若干多いが、概ね同程度であった。

GC予測値に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値）

不足

予備

約51%

約49%
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

1-2.三次②必要量の使用率

○ 2024年4月～10月において、三次②必要量が予測誤差に対して対応した状況を確
認したところ、約26%となっていた。

○なお、再エネ予測は上振れと下振れが発生するものであり、また安定供給の観点から三
次②は大幅な下振れに備えるため確保しているため、すべての三次②を活用する頻度
は高くなく、一般的に使用率は高くならないものと考えられる。

三次②必要量の使用率
（縦軸：（前日予測値ーGC予測値） / 三次②必要量）



5

Kansai Transmission and Distribution,Inc.

1-3.気象状況による影響 (1/2)

＃
前日予測値
GC予測値

三次②必要量テーブル 補 足

１ 2024年4月～2024年10月
2024年度の実取引に用いた

テーブル
2024年4月～2024年10月
の必要量実績

２ 2023年4月～2023年10月※１ 同 上
前年の再エネ予測値で算定し
た必要量

＜気象による影響を確認するため用いるデータ＞

※１ 再エネ予測値は2024年度設備量の伸び率にて補正

○ 2024年度の三次②必要量が特異的な気象状況によるものかを確認した。
○具体的には、2024年度の三次②必要量テーブルと2023年度の前日予測値※1を用
いて、三次②必要量を調達した場合の予測誤差を算出し、2023年度の予測誤差の
実績と比較・評価を行った。
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

1-4.気象状況による影響 (2/2)

○ 2024年度の三次②必要量テーブルに2023年度の前日予測値・GC予測値を用いた
結果、約31%のコマが不足、約55%のコマが予備であった。

○ 2024年度の前日予測値を用いた結果と比較しても有意差はなく、この不足が2024年
度の気象による特異な事象ではないと考えられる。

前日予測値の使用年度を変更した場合のデュレーションカーブ比較
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

#1 約30%
#2 約31%

#1 約54%
#2 約55%

不足

予備
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

【参考】気象による累計必要量への影響

○各月の必要量において月単位で差はあるが、合計の必要量については気象要因による
有意差はなかった。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

1-5.三次②必要量の前年度との比較

○三次②必要量の比較評価として、2023年度同期間の必要量との比較評価を行った。
なお、三次②必要量はFIT設備量の変化にも影響を受けることから、2023年度の必
要量は2024年度との設備増加率にて補正を行っている。

○ 2024年度必要量は2023年度と比較して減少しているが、これは、気象条件の違いや、
必要量テーブル作成に用いる諸元データの違い、7月より導入された三次②の効率的な
調達によるものと考えられる。

# 三次②必要量 三次②必要量テーブル 前日予測値

１ 2024年4月～2024年10月の実績 2024度の実取引に用いたテーブル 2024年4月～2024年10月

２
2023年4月～2023年10月の実績を設備増加
率で補正

2023度の実取引に用いたテーブル 2023年4月～2023年10月

＜必要量の諸元＞

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

1-6.再エネ予測精度の前年度との比較

○三次②必要量は再エネ予測精度に影響を受けることから、2024年度と2023年度で
の前日予測値と実績値の差について比較評価を行った。なお、FIT設備量の変化にも
影響を受けることから、設備増加率にて補正を行っている。

○ 2024年度と2023年度を比較して、再エネ予測精度に大きな違いはないと考えられる。

実績に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値ー実績値）

不足

予備
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

2-1.実需給における再エネ予測誤差対応

○ 2024年度における予測誤差 (前日予測値ーGC予測値)と三次②必要量を比較した
ところ、約30%の不足が発生していたものの、再エネ予測外しによる大幅な周波数低
下等の事象は発生していない。

○ これは、実需給断面では、三次②に加えて二次②や三次①相当の調整力を用いて、
再エネ予測誤差に対応しているためと考えられる。

○ このため、実需給断面における“再エネ予測誤差”と“活用可能な調整力”を比較した
(下図)。その結果、約99.9%のコマで実績の誤差に対応できたことを確認できた。

○一方、残り0.1%は、余力活用電源の余力に頼る運用となっていた。

『三次②必要量+二次②～三次①必要量 』に対する
『実需給における実績誤差(前日予測値~実需給) 』のデュレーションカーブ
(縦軸：前日予測値ー実績値ー三次②必要量ー二次②～三次①必要量)

約0.14%

不足

予備
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

2-2.不足した断面での実需給の運用状況

2024/4/18の状況（不足量1,201MW）

○ 2024年4月～10月の実績で、三次②不足量が最大の断面について、実運用の状況
を確認したところ、需要ならびに再エネインバランスに対して、三次②、二次②、三次①
や余力活用電源および広域需給調整による調整力で対応できていた。

三次②不足量が最大の断面(11:30) 再エネ予測値と実績値

GC予測に向けて
予測値が減少

二次②・三次①
調達量

801ＭＷ

余力活用電源
455ＭＷ

三次②調達量
299MW

エリア外調整力
+:流入 -:流出

確保調整力

調整力α
527MW

不足
インバランス

再エネインバラ
2482ＭＷ

その他インバラ
11ＭＷ

需要インバラ
870ＭＷ

余剰
インバランス

発動後の
予備力
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

3-1.信頼度予測による必要量比較

○第30回需給調整市場小委員会にて整理された気象予測の信頼度に応じた必要量の
算定手法について、評価を実施。

○気象信頼度を活用していない必要量テーブルで必要量算定を行った場合(従来手法)
と比較した場合、累計約17%の必要量低減効果があったことを確認した。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

▲2.5
(▲17%)
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

3-2.信頼度予測による運用の確認

○信頼度予測の運用においては、気象会社からの予測信頼度に基づいて、適切にテーブ
ルを選択し、募集を行う必要がある。

○今後自動的にテーブル選択するシステムを導入することが望ましいが、本システムが導入
されるまでの間は、手動にてテーブルの選択を行うこととなる。

○ そのため、適切なテーブル選択が実施できていたか確認を行い、2024年4月～10月分
については気象会社からの予測信頼度に応じたテーブル選択を確実に実施できていた。

出所）第30回需給調整市場検討小委員会（2022.7.13）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_30_02.pdf
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

4-1．2024年度からの新たな取り組み(三次調整力②の効率的な調達)

○第48回需給調整市場検討小委にて整理された、三次調整力②の効率的な調達が
2024年7月1日より導入され、前日市場での必要量を3σ→1σ相当値に削減すること
とした。

○ これに伴い、前日15時時点の再エネ予測値について、追加調達閾値以上の下振れが
発生した場合、再エネ下振れ量を加味して3σ必要量相当を追加調達する運用を実施
している。

○当該運用が開始となった7月から10月の期間において、追加調達を実施したコマは実
施期間中3.1%であった。(5904コマ中183コマ) 

三次②追加調達発生回数
（累計）

三次②追加調達発生回数
（各月）
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

4-1．必要量テーブルの特異値補正による不足量の変化

第20回需給調整市場検討小委 資料３

○三次②必要量テーブルは、月別・予測出力帯・時間帯別に分類するため、十分なデー
タが蓄積できていない区分において特異値が発生しているため、テーブル内で隣接する
予測誤差発生状況を用いて補正処理を実施している。

○補正処理による効果を確認するため、三次②必要量テーブルについて補正処理の有/
無毎に必要量に対する予測誤差を算出し、比較する。
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

4-2.特異値を補正する閾値

○不足側では、補正処理をすることにより、高さおよび期間が減少している。一方、予備側
では、補正処理をすることにより、高さおよび期間が増加している。

○ また、現状は前後の必要量差が系統規模比1%以上の箇所を補正している。
○ “1%補正した場合”と“すべて補正した場合”で対応できている断面は同程度であった。

三次①②必要量(各補正)に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値ーGC予測値－三次②必要量(補正値1%,補正値0%,すべて補正,補正値3%))

不足

予備

すべて補正 29.8%

1%補正 30.4%

3%補正 31.3%

補正なし 33.8％

補正なし 54.4％

3%補正 46.8%

1%補正 46.0%

すべて補正 45.4%
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Kansai Transmission and Distribution,Inc.

5.まとめ

○ 2024年度の予測誤差（前日予測値ーGC予測値）に対して、三次②必要量が不足
する断面があったが、二次②・三次①や余力活用電源の活用、広域需給調整によって、
安定供給上は問題なく対応できた。

○一方、予測誤差に対して、必要量が大きい断面があったが、必要な調整力は過去の誤
差実績の1σ値、再エネの下振れが予見される場合には3σ相当値を採用しているため、
統計的には考えうる事象であると考える。

○引き続き、再エネ予測精度向上等により、必要量の低減および調達精度の向上を図っ
ていく。



Thank you.
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【中国】2024年度上期三次調整力②の必要量に係る
事後検証の結果について

2025年3月4日

中国電力ネットワーク株式会社
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1-1.三次②必要量に対する予測誤差

◼2024年4月～10月において、三次②必要量に対する予測誤差（前日予測値ーGC予測
値）を確認したところ、約23%のコマで不足(三次②必要量＜予測誤差)、約62%のコマで予
備(三次②必要量＞予測誤差)となっていた。

三次②必要量に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量※）

１．実績比較

※ 「共同調達なかりせば」三次②必要量
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【参考】GC予測値に対する前日予測値（予測誤差）

◼2024年4月～10月のGC予測値に対する前日予測値（予測誤差）は、下図の通り。
◼下振れのコマ数と比較し、上振れのコマ数が若干多い結果であった。

GC予測値に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値）

１．実績比較
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1-2. 三次②使用率

◼2024年4月～10月において、三次②必要量が予測誤差に対して対応した状況を確認したとこ
ろ、約26％となった。

◼なお、再エネ予測は上振れと下振れが発生するものであり、また安定供給の観点から三次②は
大幅な下振れに備えるため確保しているため、すべての三次②を活用する頻度は高くなく、一般
的に使用率は高くならないものと考えられる。

三次②必要量の使用率
（縦軸：（前日予測値ーGC予測値） / 三次②必要量※）

１．実績比較

※ 「共同調達なかりせば」三次②必要量
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【参考】使用率の算定方法

◼三次②必要量がどの程度下振れ予測誤差に対応するか評価するため、以下の考え方に基づき
集計を行った。
➢再エネ上振れ時には再エネ予測誤差は0と扱う。
➢必要量を超えて下振れが生じた場合には、予測誤差を必要量と同値にする。

１．実績比較

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022.2.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/files/jukyu_shijyo_28_04.pdf
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1-3.気象状況による影響 (1/2)

◼2024年度の三次②必要量が特異的な気象状況によるものか確認した。
◼具体的には、2024年度の三次②必要量テーブルと2023年度の前日予測値・GC予測値※1を
用いて三次②必要量を算出した場合の不足・予備を確認し、2024年度の予測値を用いた
場合の不足・予備と比較した。

＃ 前日予測値・GC予測値 必要量テーブル 補 足

１ 2024年4月～10月 2024年度の実取引に用いたテーブル
2024年4月～10月の必要
量実績

２ 2023年4月～10月※１ 同 上
前年の再エネ予測値で算定
した必要量

＜気象による影響を確認するため用いるデータ＞

※１ 2024年度設備量の伸び率にて補正

１．実績比較
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1-4. 気象状況による影響 (2/2)

◼2024年度の三次②必要量テーブルに2023年度の前日予測値・GC予測値を用いた結果、
約25%のコマが不足、約62%のコマが予備であった。

◼2024年度の前日予測値・GC予測値を用いた結果と比較しても有意差はなく、2024年度の
気象による特異な事象ではないと考えられる。

前日予測値・GC予測値の使用年度を変更した場合のデュレーションカーブ比較
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量※）

１．実績比較

※ 「共同調達なかりせば」三次②必要量
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【参考】気象による累計必要量への影響
１．実績比較

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

◼累計の必要量について、気象要因による有意差はなかった。
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1-5. 三次②必要量の前年度との比較

◼三次②必要量の比較評価として、2024年度と2023年度同時期の必要量との比較評価を
行った。なお、三次②必要量はFIT設備量の変化にも影響を受けることから、2023年度の必要
量は2024年度との設備増加率にて補正を行っている。

◼2024年度必要量は約28%低減しているが、これは7月より導入された三次②の効率的な調
達や必要量テーブル作成に用いる諸元の違いによるものと考えられる。

１．実績比較

＃ 三次②必要量 三次②必要量テーブル 前日予測値

１ 2024年4月～10月の実績 2024度の実取引に用いたテーブル 2024年4月～10月

２
2023年4月～10月の実績を設備増加率
で補正

2023度の実取引に用いたテーブル 2023年4月～10月

＜必要量の諸元＞

約28％減
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1-6. 再エネ予測精度の前年度との比較

◼三次②必要量は再エネ予測精度に影響を受けることから、2023年度と2024年度での前日予
測値と実績値の差について比較評価を行った。なお、FIT設備量の変化にも影響を受けることか
ら、設備増加率にて補正を行っている。

◼2023年度と2024年度を比較して、再エネ予測精度に大きな違いはないと考えられる。

１．実績比較

実績に対する前日予測値のデュレーションカーブ

（縦軸：前日予測値 ー 実績値）
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2-1. 実需給における予測誤差実績

◼2024年度における予測誤差 (前日予測値ーGC予測値)と三次②必要量を比較したところ，
約23%の不足が発生していたものの、再エネ予測外しによる大幅な周波数低下等の事象は発
生していない。

◼これは、実需給断面では，三次②に加えて二次①・三次①相当の調整力を用いて、再エネ予
測誤差に対応しているためと考えられる。

◼このため、実需給断面における“再エネ予測誤差”と“事前に確保した調整力”を比較した結果、
約97%のコマで実績の誤差に対応できていたことを確認。

◼一方、残り3%は、余力活用電源の余力に頼る運用となっていた。

『三次②必要量+三次①必要量+電源Ⅰ(予測誤差分) 』に対する
『実需給における予測誤差(前日予測値ー実績値) 』のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー 実績値 ー EDC相当の予測誤差分調整力 ）

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況
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2-2. 不足した断面での実需給の運用状況

◼2024年4月～10月における三次②不足量が最大の断面について，実運用の状況を確認した
ところ、再エネインバランスに対して、三次②、二次②・三次①や余力活用電源および広域需給
調整による調整力で対応できていた。

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

三次②不足量が最大の断面 再エネ予測値と実績値

6/17 12:30の状況（不足量1523MW）
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【参考】三次②必要量が不足する断面が生じる要因
２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022.2.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/files/jukyu_shijyo_28_04.pdf

◼三次②必要量は「前日から実績値の予測誤差の3σ」－ 「GCから実績値の予測誤差の3σ」に
より算定を行っているため、実際に生じる前日からGCまでの予測誤差に対しては三次②必要量
が不足する断面が一定程度発生することになる。
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３-1. 信頼度予測による必要量比較

◼第30回需給調整市場検討小委にて整理された気象予測の信頼度に応じた必要量の算定手
法（新手法）について、評価を実施した。

◼信頼度情報を活用しない従来手法と新手法の必要量比較を行った結果、約18％の低減効果
があったことを確認した。

◼7月以降の必要量については、効率的な調達導入に従い信頼度予測の効果が低減したと推測
される。

※ 「共同調達なかりせば」三次②必要量

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

3．気象信頼度予測実績評価

約18％減
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３-2. 信頼度予測による運用の確認

◼信頼度予測の運用においては、気象会社からの予測信頼度に基づいて、適切にテーブルを選択
し、募集を行う必要がある。

◼今後自動的にテーブル選択するシステムを導入することが望ましいが、本システムが導入されるま
での間は、手動にてテーブルの選択を行うこととなる。

◼そのため、適切なテーブル選択が実施できていたか確認を行い、2024年4月～10月分について
は気象会社からの予測信頼度に応じたテーブル選択を確実に実施できていた。

出所）第30回需給調整市場検討小委員会（2022.7.13）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_30_02.pdf

3．気象信頼度予測実績評価
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4-1. 2024年度からの新たな取り組み（三次調整力②の効率的な調達）

◼第48回需給調整市場検討小委にて整理された、三次調整力②の効率的な調達が2024年7
月1日より導入され、前日市場での必要量を3σ→1σ相当値に削減することとした。

◼これに伴い、前日15時時点の再エネ予測値について、追加調達閾値以上の下振れが発生した
場合、再エネ下振れ量を加味して3σ必要量相当を追加調達する運用を実施している。

◼当該運用が開始となった7月から10月の期間において、追加調達を実施したコマは実施期間中
3.3%であった。(5904コマ中197コマ) 

4．三次調整力②の効率的な調達

三次②追加調達発生回数
（累計）

三次②追加調達発生回数
（各月）
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【参考】効率的な調達に伴う追加調達について

◼前日市場での必要量を3σ→1σ相当値とすることで、不要な断面の必要量を削減する取り組み
であり、必要と判断する断面のみ追加調達を実施して3σ相当値を確保する。

◼取り組み対象としては、全ブロック（48コマ）を対象としている。

4．三次調整力②の効率的な調達

出所）第48回需給調整市場検討小委員会（2024.6.26）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/jukyu_shijyo_48_02.pdf
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５-１．必要量テーブルの線形補正による不足量の変化

◼三次②必要量テーブルは，月別・予測出力帯・時間帯別に分類するため、十分なデータが蓄
積できていない区分において特異値が発生しているため、テーブル内で隣接する予測誤差発生
状況を用いて補正処理を実施している。

◼補正処理による効果を確認するため、三次②必要量テーブルについて補正処理の有/無毎に必
要量に対する予測誤差を算出し、比較する。

第20回需給調整市場検討小委 資料３

５．必要量テーブルの補正処理
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５-２.特異値を補正する閾値

◼不足側では、補正処理をすることにより、高さおよび期間が減少している。一方、予備側では、補
正処理をすることにより、増加している。

◼また、現状は、前後の必要量差が系統規模比1%以上の箇所を補正している。
◼“1%補正した場合”と“すべて補正した場合”で対応できている断面は同程度であった。

５．必要量テーブルの補正処理

不足

予備

全て補正 22.0％

1％補正 22.9％

3％補正 23.6％

補正なし 27.7％

全て補正 63.1％

1％補正 62.3％

3％補正 61.4％

補正なし 42.3％
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６．まとめ

◼2024年4月～10月の予測誤差（前日予測値ーGC予測値）に対して、三次②必要量が不
足する断面があったが、二次②・三次や余力活用電源の活用、広域需給調整によって、安定
供給上は問題なく対応できた。

◼一方、予測誤差に対して、必要量が大きい断面が存在したが、必要な調整力は過去の誤差実
績の1σ値、再エネの下振れが予見される場合には3σ値を採用しており、統計的には発生し得る
事象であると考える。

◼引き続き、再エネ予測精度向上等により、必要量の低減および調達精度の向上を図っていく。



2025年 3月4日

四国電力送配電株式会社

【四国】2024年度上期三次調整力②の必要量に係る

事後検証の結果について



1-1. 三次②必要量に対する予測誤差
1

⚫ 2024年度4月～10月において、三次②必要量に対する予測誤差（前日予測値ーGC予測
値）を確認したところ、約25%のコマで不足(三次②必要量＜予測誤差)、約66%のコマで予備
(三次②必要量＞予測誤差)となっていた。

三次②必要量に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

１．実績比較

24.6％

66.1％

3σ2σ 1σ

予備

不足

0地点



【参考】GC予測値に対する前日予測値（予測誤差）
2

⚫ 2024年度4月～10月のGC予測値に対する前日予測値（予測誤差）を確認した結果、下振
れと上振れがほぼ同程度発生していることを確認。

GC予測値に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値）

１．実績比較

53.3％

46.7％

上振れ

下振れ



1-2. 三次②必要量の使用率
3

⚫ 2024年度4月～10月において、三次②必要量が再エネの下振れ誤差に対応した状況（使用
率）を確認したところ、平均で約37%となっていた。

⚫ なお、再エネ予測は上振れと下振れが発生するものであり、また安定供給の観点から三次②は大
幅な下振れに備えるため確保しているため、全ての三次②を活用する頻度は高くなく、一般的に使
用率は高くならないものと考えられる。

三次②使用率
（予測誤差実績[前日予測値ーGC予測値]÷三次②必要量）

１．実績比較



【参考】使用率の算定方法
4

⚫ 三次②必要量がどの程度下振れ予測誤差に対応するか評価するため、以下の考え方に基づき集
計を行った。

➢ 再エネ上振れ時には再エネ予測誤差は0と扱う。

➢ 必要量を超えて下振れが生じた場合には、予測誤差を必要量と同値にする。

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023.1.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_35_04.pdf

１．実績比較



1-3. 気象状況による影響 (1/2)
5

⚫ 2024年度の三次②必要量に対する予測誤差の発生状況が特異的な気象状況によるものか確
認した。

⚫ 具体的には、2024年度の三次②必要量テーブルに対して、2023年度の前日予測値・GC予測
値※1を用いて算出した“不足となったコマ数”と“予備となったコマ数”を比較し確認した。

＃ 前日予測値・GC予測値 三次②必要量テーブル 補 足

１ 2024年4月～10月 2024年度の実取引に用いたテーブル
2024年度4月～10月の

必要量実績

２ 2023年4月～10月※１ 同 上
前年の前日予測値から

算定した必要量

＜気象による影響を確認するため用いるデータ＞

※１ 前日予測値およびGC予測値は2024年度設備量の伸び率にて補正

１．実績比較



1-4. 気象状況による影響 (2/2)
6

⚫ 2024年度の三次②必要量テーブルに2023年度の前日予測値・GC予測値を用いた結果、約
24%のコマが不足、約66%のコマが予備であった。

⚫ 2024年度の前日予測値・GC予測値を用いた結果と比較しても有意差はなく、2024年度の気象
による特異な事象ではないと考えられる。

前日予測値・GC予測値の使用年度を変更した場合のデュレーションカーブ比較
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

１．実績比較

予備

不足 コマの割合 不足 予備

#1 2024年度 24.54% 66.18%

#2 2023年度 23.69% 66.48%



【参考】気象による累計必要量への影響
7

⚫ 累計必要量においても気象要因による有意差はなかった。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

１．実績比較

気象による累計必要量への影響



1-5. 三次②必要量の前年度との比較
8

⚫ 2024年度と2023年度の同期間※の必要量の比較評価を行った。

⚫ 2023年度必要量に対し累計約18%程度減少しているが、これは気象条件や必要量テーブル作
成に用いる諸元データの違いと、後述する2024年度7月より導入した三次②の効率的な調達によ
るものと考えられる。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

＃ 三次②必要量 三次②必要量テーブル 前日予測値

１ 2024年4月～10月の実績 2024年度の実取引に用いたテーブル 2024年4月～10月

２ 2023年4月～10月の実績を設備増加率で補正 2023年度の実取引に用いたテーブル 2023年4月～10月

＜必要量の諸元＞

１．実績比較

1.4億ΔkW･h
(18.3%)
減少

※三次②必要量はFIT設備量の変化にも影響を受けることから、2023年度の必要量は2024年度との設備増加率にて補正を実施



1-6. 再エネ予測精度の前年度との比較
9

⚫ 再エネ出力の前日予測値と実績値の差を用いて、2023年度※と2024年度の再エネ予測精度を
比較した結果、大きな違いはないと考えられる。

実績に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー 実績値）

１．実績比較

上振れ

下振れ

※FIT設備量の変化にも影響を受けることから、設備増加率にて補正



2.7％

予備

不足

２-1. 実需給における再エネ予測誤差対応
10

⚫ 前述のとおり、2024年度における予測誤差 (前日予測値ーGC予測値)と三次②必要量を比較
したところ、約25%の不足が発生していたものの、再エネ予測外しによる大幅な周波数低下等の事
象は発生していない。

⚫ これは、実需給断面では、三次②に加えて二次②・三次①相当の調整力を用いて、再エネ予測誤
差に対応しているためと考えられる。このため、実需給断面における“再エネ予測誤差”と“事前に確
保した調整力”を比較した結果、約97%のコマで実績の誤差に対応できていたことを確認。

⚫ 一方、残りの約3%は、余力活用電源の余力に頼る運用となっていた。

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

『EDC相当の予測誤差分調整力』に対する『実需給における予測誤差(前日予測値ー実績値) 』のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー 実績値 ー EDC相当の予測誤差分調整力) ）



2-2. 不足した断面での実需給の運用状況
11

⚫ 2024年度4月～10月で三次②不足量が最大の断面について、実運用の状況を確認したところ、
需要および再エネインバランスに対して、三次②、余力および広域需給調整による調整力で対応で
きていた。

三次②不足量が最大の断面(10:30) 再エネ予測値と実績値

2024/4/18の状況(不足量829MW)

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

前日想定以降
GC想定に向け
予測値が減少

10:30



【参考】三次②必要量が不足する断面が生じる要因
12

⚫ 三次②必要量は「前日から実績値の予測誤差の3σ」－ 「GCから実績値の予測誤差の3σ」により
算定を行っているため、実際に生じる前日からGCまでの予測誤差に対しては三次②必要量が不足
する断面が一定程度発生することになる。

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022.2.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/files/jukyu_shijyo_28_04.pdf

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況



3-1. 信頼度予測による必要量比較
13

⚫ 第30回需給調整市場検討小委にて整理された気象予測の信頼度に応じた必要量の算定手法
について、評価を実施。

⚫ 信頼度予測手法を導入していない場合と比較した結果、累計で約16%の必要量低減効果があっ
たことを確認した。

3．気象信頼度予測実績評価

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

1.2億ΔkW･h
(15.6%)
減少



3-2. 信頼度予測による運用の確認
14

⚫ 信頼度予測の運用においては、気象会社からの予測信頼度に基づいて、適切にテーブルを選択し、
募集を行う必要がある。

⚫ 今後自動的にテーブル選択するシステムを導入することが望ましいが、本システムが導入されるまでの
間は、手動にてテーブルの選択を行うこととなる。

⚫ そのため、適切なテーブル選択が実施できていたか確認を行い、2024年度4月～10月分について
は気象会社からの予測信頼度に応じたテーブル選択を確実に実施できていた。

出所）第30回需給調整市場検討小委員会（2022.7.13）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_30_02.pdf

3．気象信頼度予測実績評価



4-1. 2024年度からの新たな取り組み（三次調整力②の効率的な調達）

15

⚫ 第48回需給調整市場検討小委にて整理された、三次調整力②の効率的な調達が2024年7月
1日より導入され、前日市場での必要量を3σ→1σ相当値に削減することとした。

⚫ これに伴い、前日15時時点の再エネ予測値について、追加調達閾値以上の下振れが発生した場
合、再エネ下振れ量を加味して3σ必要量相当を追加調達する運用を実施している。

⚫ 当該運用が開始となった7月から10月の期間において、追加調達を実施したコマは実施期間中
8.0%であった。(5904コマ中474コマ)

4．三次調整力②の効率的な調達

三次②追加調達発生回数
（累計）

三次②追加調達発生回数
（各月）



【参考】効率的な調達に伴う追加調達について
16

⚫ 前日市場での必要量を3σ→1σ相当値とすることで、不要な断面の必要量を削減する取り組みで
あり、必要と判断する断面のみ追加調達を実施して3σ相当値を確保する。

⚫ 取り組み対象としては、全ブロック（48コマ）を対象としている。

4．三次調整力②の効率的な調達

出所）第48回需給調整市場検討小委員会（2024.6.26）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/jukyu_shijyo_48_02.pdf



5-1. 必要量テーブルの特異値補正による不足量の変化
17

⚫ 三次②必要量テーブルは、月別・予測出力帯・時間帯別に分類するが、十分なデータが蓄積でき
ていない区分において特異値が発生しているため、テーブル内で隣接する予測誤差発生状況を用
いて補正処理を実施している。

⚫ 補正処理による効果を確認するため、三次②必要量テーブルについて補正処理の有/無ごとに必要
量に対する予測誤差を算出し、比較する。

5．必要量テーブルの補正処理

出所）第20回需給調整市場検討小委員会（2020.12.11）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/files/jukyu_shijyo_20_03.pdf



5-2. 特異値を補正する閾値
18

⚫ 不足側では、補正処理をすることにより、高さおよび期間が減少している。一方、予備側では、補正
処理をすることにより、高さおよび期間が増加している。

⚫ また、現状は、前後の必要量差が系統規模比1%以上の箇所を補正している。

⚫ “1%補正した場合”と“すべて補正した場合”で対応できている断面は同程度であった。

三次①②必要量（各補正）に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測誤差 ー 三次②必要量（補正なし、すべて補正（0％） 、補正値1% 、補正値3%） ）

5．必要量テーブルの補正処理

予備

不足
コマの割合 不足

#1　補正無し 28.63%

#2　すべて補正 23.68%

#3　1%補正 24.59%

#4　3%補正 25.43%

コマの割合 予備

#1　補正無し 57.53%

#2　すべて補正 67.30%

#3　1%補正 66.13%

#4　3%補正 65.54%



6. まとめ
19

⚫ 2024年度4月～10月の予測誤差（前日予測値ーGC予測値）に対して、三次②必要量が不
足する断面があったが、このような断面においては、二次①・三次①や余力活用電源の活用、広域
需給調整によって安定供給上問題なく対応できた。

⚫ 一方、予測誤差に対して必要量が大きい断面があったが、必要な調整力は過去の誤差実績の1σ
値（再エネの下振れが予見される場合には3σ値）を採用しているため、統計的には発生しうる事
象であると考える。

⚫ 引き続き、再エネ予測精度向上等により、必要量の低減および調達精度の向上を図っていく。



2024年度上期三次調整力②の必要量に係る
事後検証の結果について

2 0 2 5 年 3 月 4 日

九 州 電 力 送 配 電 ㈱



1-1. 三次②必要量に対する予測誤差
2

◼ 2024年4月～10月において、三次②必要量に対する予測誤差（前日予測値ーGC予測値）
を確認したところ、約13%のコマで不足(三次②必要量＜予測誤差)、約62%のコマで予備
(三次②必要量＞予測誤差)となっていた。

三次②必要量に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

１．実績比較

不足

予備

約13%

σ

約62%

2σ

3σ



【参考】GC予測値に対する前日予測値（予測誤差）
3

１．実績比較

◼ 2024年4月～10月のＧＣ予測値に対する前日予測値（予測誤差）は、下図の通り。

◼ 上振れのコマ数と比較し、下振れのコマ数が若干少ない結果であった。

ＧＣ予測値に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値）

下振れ

上振れ

約46%

約52%



1-2. 三次②必要量の使用率
4

１．実績比較

◼ 2024年4月～2024年10月において、三次②必要量が予測誤差に対して対応した状況を確
認したところ、約20%となっていた。

◼ なお、再エネ予測は上振れと下振れが発生するものであり、また安定供給の観点から三次②は大
幅な下振れに備えるため確保しているため、すべての三次②を活用する頻度は高くなく、一般的に
使用率は高くならないものと考えられる。

三次②調達量の使用率
（縦軸：誤差実績 / 調達量）



【参考】使用率の算定方法
5

１．実績比較

◼ 三次②必要量がどの程度下振れ予測誤差に対応するか評価するため、以下の考え方に基づき
集計を行った。

➢再エネ上振れ時には再エネ予測誤差は0と扱う。

➢必要量を超えて下振れが生じた場合には、予測誤差を必要量と同値にする。

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023.1.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_35_04.pdf



◼ 2024年度の三次②必要量が特異的な気象状況によるものか確認した。

◼ 具体的には、今年度の三次②必要量テーブルと昨年度の4月～10月の前日予測値・GC
予測値※1を用いて三次②必要量を算出した場合の不足・予備を確認し、今年度の予測値
を用いた場合の不足・予備と比較した。

＜気象による影響を確認するため用いるデータ＞

1-3. 気象状況による影響 (1/2)
6

＃
前日予測値
GC予測値

三次②必要量テーブル 補 足

１ 2024年4月～2024年10月 2024年度の実取引に用いたテーブル
2024年4月～10月の必要
量実績

２ 2023年4月～2023年10月※１ 同 上
昨年の前日予測値から算定
した必要量

※１ 前日予測値およびGC予測値は2024年度設備量の伸び率にて補正

１．実績比較



1-4. 気象状況による影響 (2/2)
7

◼ 今年度の三次②必要量テーブルに昨年度の4月～10月の前日予測値・GC予測値を用いた
結果、約14%のコマが不足、約61%のコマが予備であった。

◼ 今年度の前日予測値・GC予測値を用いた結果と比較しても有意差はなく、今年度の状況が今
年度の気象による特異な事象ではないと考えられる。

前日予測値・GC予測値の使用年度を変更した場合のデュレーションカーブ比較
（縦軸：前日予測値 ー GC予測値 ー 三次②必要量）

１．実績比較

#2 約14% #2 約61%

#1 約13% #1 約62%

σ2σ

3σ
不足

予備



◼ 月別でみると、4月～5月は2024年度必要量が多く、6月～10月は2024年度必要量が少
なく、気象要因による影響が一定程度見られるが、累計必要量においては、気象要因による
有意差はなかった。

【参考】気象による累計必要量への影響
8

１．実績比較

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）



◼ 2024年度と2023年度の同期間※1の必要量との比較評価を行った結果、2024年度必要
量は約35%程度増加しており、各月でみると4月～6月は2024年度必要量が多く、7月～
10月は2024年度必要量が少ない。

◼ これは増要因として気象条件や必要量テーブル作成に用いる諸元データ、減要因として7月よ
り導入された三次②の効率的な調達の影響が考えられる。

1-5. 三次②必要量の前年度との比較
9

１．実績比較

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）

＃ 三次②必要量 三次②必要量テーブル 前日予測値

１ 2024年4月～10月の実績 2024年度の実取引に用いたテーブル 2024年4月～2024年10月

２ 2023年4月～10月の実績を設備増加率補正 2023年度の実取引に用いたテーブル 2023年4月～2023年10月

＜必要量の諸元＞

※1 三次②必要量はFIT設備量の変化にも影響を受けることから、2023年度の必要量は2024年度との設備増加率にて補正を実施



実績に対する前日予測値のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー 実績値）

◼ 前日予測から実績値との差を用いて、2023年度※と2024年度の再エネ予測精度を比較し
た結果、大きな違いはないと考えられる。

1-6. 再エネ予測精度の前年度との比較
10

１．実績比較

下振れ

上振れ

※FIT設備量の変化にも影響を受けることから、設備増加率にて補正



２-1. 実需給における再エネ予測誤差対応
11

◼ 前述のとおり、2024年度における予測誤差 (前日予測値ーGC予測値)と三次②必要量を比
較したところ、約13%の不足が発生していたものの、再エネ予測外しによる大幅な周波数低下
等の事象は発生していない。

◼ これは、実需給断面では、三次②に加えて二次②・三次①相当の調整力を用いて、再エネ予
測誤差に対応しているためと考えられる。

◼ このため、実需給断面における“再エネ予測誤差”と“事前に確保した調整力”を比較した結果、
約98.6%のコマで実績の誤差に対応できていたことを確認。

◼ 一方、残り1.4%は余力活用電源の余力に頼る運用となっていた。

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

約1.4%

『EDC相当の予測誤差分調整力』に対する『実需給における予測誤差(前日予測値ー実績値) 』のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー 実績値 ー EDC相当の予測誤差分調整力）



◼ 2024年度4月～10月で三次②不足量が最大の断面について、実運用の状況を確認したとこ
ろ、再エネインバランス等に対して、三次②、二次②・三次①や余力活用電源、広域需給調整
および需給改善融通で対応。

2-2. 不足した断面での実需給の運用状況
12

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

再エネインバラ
2395ＭＷ

確保調整力 不足
インバランス

需要インバラ
263ＭＷ

三次②調達量
49ＭＷ

余力活用電源
911ＭＷ

その他インバラ
27ＭＷ

余剰
インバランス

エリア外調整力
+:流入-:流出

三次②不足量が最大の断面(15:00)

10/17の状況（不足量1470MW）

実績予備力

再エネ予測値と実績値

前日想定以降GC

想定・実績に向け

予測値が減少

二次②・三次①調達量
230ＭＷ

調整量α
+464ＭＷ

需給改善融通
+800ＭＷ

15:00

前日

GC

実績



◼ 三次②必要量は「前日から実績値の予測誤差の3σ」－ 「GCから実績値の予測誤差の3σ」
により算定を行っているため、実際に生じる前日からGCまでの予測誤差に対しては三次②必要
量が不足する断面が一定程度発生することになる。

【参考】三次②必要量が不足する断面が生じる要因
13

２．必要量が不足した断面における需給運用の状況

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022.2.24）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/files/jukyu_shijyo_28_04.pdf



3-1.信頼度予測による必要量比較
14

3．気象信頼度予測実績評価

◼ 第30回需給調整市場検討小委にて整理された気象予測の信頼度に応じた必要量の算定
手法について、評価を実施。

◼ 信頼度予測手法を導入していない場合と比較した結果、累計約17%の必要量低減効果が
あったことを確認した。

◼ 7月以降の必要量については、効率的な調達導入に伴い信頼度予測の効果が低減したと推
測される。

三次②必要量（累計） 三次②必要量（月別）



3-2.信頼度予測による運用の確認
15

3．気象信頼度予測実績評価

◼ 信頼度予測の運用においては、気象会社からの予測信頼度に基づいて、適切にテーブルを選
択し、募集を行う必要がある。

◼ 今後自動的にテーブル選択するシステムを導入することが望ましいが、本システムが導入されるま
での間は、手動にてテーブルの選択を行うこととなる。

◼ そのため、適切なテーブル選択が実施できていたか確認を行い、2024年4月～10月分につい
ては気象会社からの予測信頼度に応じたテーブル選択を確実に実施できていた。

出所）第30回需給調整市場検討小委員会（2022.7.13）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_30_02.pdf



◼ 第48回需給調整市場検討小委にて整理された、三次調整力②の効率的な調達が2024
年7月1日より導入され、前日市場での必要量を3σ→1σ相当値に削減することとした。

◼ これに伴い、前日15時時点の再エネ予測値について、追加調達閾値以上の下振れが発生し
た場合、再エネ下振れ量を加味して3σ必要量相当を追加調達する運用を実施している。

◼ 当該運用が開始となった7月から10月の期間において、追加調達を実施したコマは実施期間
中4.1%であった。(5904コマ中238コマ)

三次②追加調達発生回数
（累計）

三次②追加調達発生回数
（各月）

4-1. 2024年度からの新たな取り組み(三次調整力②の効率的な調達)
4．三次調整力②の効率的な調達

16



【参考】効率的な調達に伴う追加調達について
4．三次調整力②の効率的な調達

17

◼ 前日市場での必要量を3σ→1σ相当値とすることで、不要な断面の必要量を削減する取り組み
であり、必要と判断する断面のみ追加調達を実施して3σ相当値を確保する。

◼ 取り組み対象としては、全ブロック（48コマ）を対象としている。

出所）第48回需給調整市場検討小委員会（2024.6.26）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/jukyu_shijyo_48_02.pdf



5-1. 必要量テーブルの特異値補正による不足量の変化
18

◼ 三次②必要量テーブルは、月別・予測出力帯・時間帯別に分類するため、十分なデータが蓄
積できていない区分において特異値が発生しているため、テーブル内で隣接する予測誤差発生
状況を用いて補正処理を実施している。

◼ 補正処理による効果を確認するため、三次②必要量テーブルについて補正処理の有/無毎に
必要量に対する予測誤差を算出し、比較する。

5．必要量テーブルの補正処理

出所）第20回需給調整市場検討小委員会（2020.12.11）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/files/jukyu_shijyo_20_03.pdf



◼ 補正処理により、不足側の期間は減少し、予備側の期間は増加している。

◼ 予備側期間の増加は発生しつつも、不足側期間は減少しており、安定供給の観点から、補正
処理は妥当であったと考えられる。

◼ また、現状は、前後の必要量差が系統規模比1%以上の箇所を補正している。

◼ “1%補正した場合”と“すべて補正した場合”とを比較すると、不足期間・量は同程度であった。

5-2. 特異値を補正する閾値 19
5．必要量テーブルの補正処理

不足

予備

三次②必要量（各補正）に対する予測誤差のデュレーションカーブ
（縦軸：前日予測値 ー GC予測誤差 ー 三次②必要量（補正無し、すべて補正(0%)、補正値1%、補正値3%） ）

補正なし
17.7%

3%補正
12.9%

1%補正
12.5%

すべて補正
11.2%

すべて補正
21.5%

補正なし
36.0%

1%補正
22.9%

3%補正
23.2%



20

◼ 2024年度4月～10月の予測誤差（前日予測値ーGC予測値）に対して、三次②必要
量が不足する断面は存在したが、二次②・三次①や余力活用電源の活用、広域需給調
整等によって対応できた。

◼ また、予測誤差に対して必要量が大きい断面も同様に存在したが、必要な調整力は過去の
誤差実績の1σ値、再エネの下振れが予見される場合には3σ値を採用しており、統計的に
は発生しうる事象であると考える。

◼ 引き続き、再エネ予測精度向上等により、必要量の低減および調達精度の向上を図ってい
く。

6. まとめ



2024年度三次調整力②共同調達に係る
事後検証の結果について

2025年3月4日

北海道電力ネットワーク株式会社
東北電力ネットワーク株式会社
東京電力パワーグリッド株式会社
中部電力パワーグリッド株式会社

北陸電力送配電株式会社
関西電力送配電株式会社
中国電力ネットワーク株式会社
四国電力送配電株式会社
九州電力送配電株式会社



目次 2

1.はじめに

2.共同調達の必要量低減効果について

3.連系線活用実績の評価について



１．はじめに 3

◼ 必要量低減の取組として、連系線空容量実績を踏まえ、東ブロック（東北・東京）、中西ブロッ
ク（中部※・北陸・関西・中国・四国・九州）の2か所で共同調達を実施している。

◼ 共同調達による必要量低減効果および連系線活用実績について事後評価を行ったため、ご報
告させていただく。

出所）第45回需給調整市場検討小委員会（2024.2.7）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/files/jukyu_shijyo_45_02.pdf

※2024年度10月より共同調達に参入



2．共同調達の必要量低減効果について-必要量の低減- 4

◼ 2024年度4月～10月において、共同調達の必要量低減効果として、東ブロックで7％減、中
西ブロックで6%減となっており、必要量の低減効果が確認できた。

7%減

東ブロック全体（東北・東京） 中西ブロック全体（中部※・北陸・関西・中国・四国・九州）

月別

累計

6%減

※2024年度10月以降のデータに反映、以降同様



（参考）事前評価における必要量低減効果 5

◼ 2024年度三次②必要量テーブルの事前評価において、共同調達の低減効果として、東ブロッ
クで10％減、中西ブロックで8%減を想定していた。

出所）第45回需給調整市場検討小委員会（2024.2.7）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/files/jukyu_shijyo_45_02.pdf



2．共同調達の必要量低減効果について-必要量の低減および安定供給- 6

◼ 2024年4月～10月において、三次②必要量に対する予測誤差（前日予測値ーGC予測値）
を確認したところ、東ブロックで予備側となる断面は共同調達により、68%から67%に低減、上
位3断面の平均でも3801MWから3277MWに低減できた。

◼ また不足側は26%から27%への増加、上位3断面の平均も4758MWから4981MWへの増加
にとどまっており、安定供給上、特段の問題は生じていなかった。

東ブロック全体(東北・東京)における三次②必要量に対する再エネ予測誤差
(前日予測ーGC予測ー三次②必要量)

不足断面:26%

不足断面:27%

予備断面:67%

予備断面:68%

予備上位3断面
3801MW
3801MW
3801MW

予備上位3断面
3277MW
3277MW
3277MW

不足上位3断面
4899MW
4777MW
4597MW

不足上位3断面
5122MW
5000MW
4820MW

不足側

予備側

予備側の減少量
2.3億ΔkWh

不足側の増加量
0.3億ΔkWh



2．共同調達の必要量低減効果について-必要量の低減および安定供給- 7

◼ 2024年4月～10月において、三次②必要量に対する予測誤差（前日予測値ーGC予測値）
を確認したところ、中西ブロックで予備側となる断面は共同調達により、84.9%から84.2%に低
減、上位3断面の平均でも5813MWから4913MWに低減できた。

◼ また不足側は13.7%から14.3%への増加、上位3断面の平均も2720MWから3257MWへの
増加にとどまっており、安定供給上、特段の問題は生じていなかった。

中西ブロック（中部・北陸・関西・中国・四国・九州）における三次②必要量に対する再エネ予測誤差
(前日予測ーGC予測ー三次②必要量)

予備上位3断面
5902MW
5902MW
5634MW

予備上位3断面
4926MW
4926MW
4886MW

不足上位3断面
2734MW
2715MW
2711MW

不足上位3断面
3329MW
3308MW
3134MW

不足側

予備側

予備断面:84.2%

予備断面:84.9%

不足断面:13.7%

不足断面:14.3%

不足側の増加量
0.3億ΔkW・h

予備側の減少量
3.1億ΔkW・h



2．共同調達の必要量低減効果について-使用率の向上- 8

◼ 2024年度4月～10月において、共同調達の必要量低減効果として、三次②使用率を東ブロ
ックで1ポイント、中西ブロックで1ポイント向上することができ、調整力をより効率的に運用すること
ができた。

東ブロック全体（東北・東京）
における三次②使用率

中西ブロック全体（中部・北陸・関西・中国・四国・九州）
における三次②使用率

2024年4月~10月で1ポイント向上 2024年4月~10月で1ポイント向上



（参考）空容量期待値、受電期待量のイメージ 9

空容量

時間

過去の連系線空容量の小さい方から3σ相当値を
『連系線空容量期待値』とし、エリア間の三次②融通に活用

受電期待量

【連系線空容量期待値のイメージ】

Ａエリア Ｂエリア

従来の必要量：X

共同調達時の必要量：X’=X-α

α

共同調達では他エリアから融通受電することを期待して
必要量を低減しており、その低減量を『受電期待量』としている

連系線空容量期待値

【受電期待量のイメージ】

空容量期待値 受電期待量

空容量期待値の範囲内
で受電期待量を設定



3．連系線活用実績の評価について 10

◼ 安定供給の観点では、中国・九州間連系線の順方向で、空容量実績が受電期待量を下回る
コマが一部存在したが、エリア予備力から安定供給面に影響を及ぼす状況ではなかったことが確
認できており、エリア内で確保していた調整力で対応できていた。

◼ また効果拡大の観点では、中国・九州間連系線で受電期待量が空容量期待値に到達してい
るコマ数が一定程度発生しており、空容量期待値を拡大する方策を検討することで更なる共同
調達の必要量低減効果を実現できる可能性がある。

◼ 一方で、受電期待量が空容量実績を上回っているコマも発生しており、安定供給への影響も考
慮した検討が必要。

【コマ数※括弧内は総コマ数に対する割合】

備考：総コマ数10272

観点 評価内容 東北
東京間
(逆)

中部
関西間
(順)

北陸
関西間
(順)

関西
中国間
(順)

中国
四国間
(順)

中国
九州間
(順)

１ 安定
供給面

連系線空容量実績が連系線空容量期待値を
下回っているコマの有無
（空容量実績＜空容量期待値）

0
(0%)

4
(0.04%)

12
(0.12%)

467
(4.55%)

12
(0.12%)

149
(1.45%)

２ 安定
供給面

連系線空容量実績が共同調達の他エリアか
らの受電期待量を下回っているコマの有無
（空容量実績＜受電期待量）

0
（0%）

0
（0%）

0
（0%）

0
(0%)

0
(0%)

13
(0.13%)

３ 効果
の拡大

共同調達の他エリアからの受電期待量＝連
系線空容量期待値となっている箇所の有無

0
（0%）

0
（0%）

0
（0%）

0
(0%)

0
(0%)

528
(5.14%)



（参考）共同調達における連系線の活用方法 11

◼ 3σ相当の再エネ予測誤差が発生しても融通を送受電できるよう、過去実績を元に、年間を通じ
て空容量が残存している蓋然性が高い連系線に接続しているエリアを、共同調達実施エリアとし
て選定している。

出所）第27回需給調整市場検討小委員会（2021.12.21）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/files/jukyu_shijyo_27_03.pdf



（参考）分析対象とする連系線 12

◼ 分析対象は実需給で空容量があると想定した連系線とした。

分析対象とする連系線および向き

出所）第45回需給調整市場検討小委員会（2024.2.7）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/files/jukyu_shijyo_45_02.pdf



（参考）各連系線に関する評価について（東北・東京間逆方向） 13

13

◼ 空容量実績が空容量期待値を下回るコマ、空容量実績が受電期待量を下回るコマは無く、安
定供給面で支障となる状況はなかった。

◼ 受電期待量が空容量期待値と一致するコマもなかったが、これはアンサンブル予測活用による信
頼度の導入により個別調達が採用されるコマが多く、受電期待量が低減したためと考えられる。

観点 評価内容 評価結果

１ 安定供給面 空容量実績＜空容量期待値 発生コマ数（発生率） 0（0%）

２ 安定供給面 空容量実績＜受電期待量 発生コマ数（発生率） 0（0%）

３ 効果の拡大 受電期待量＝空容量期待値 発生コマ数 0※（0%）

(横軸:2024/4/1~2024/10/31 コマごと)
※受電期待量，空容量期待値がどちらも0のコマが3012あったが，効果拡大の観点から外れるため除外



（参考）各連系線に関する評価について（中部・関西間順方向）

14

◼ 空容量実績が空容量期待値を下回るコマが4コマあったが、空容量実績が受電期待量を下回るコマは無く、
安定供給面で支障となる状況はなかった。

◼ 受電期待量に対して空容量期待値は十分に存在していた。

観点 評価内容 評価結果

１ 安定供給面 空容量実績＜空容量期待値 発生コマ数（発生率） 4（0.04%）

２ 安定供給面 空容量実績＜受電期待量 発生コマ数（発生率） 0（0%）

３ 効果の拡大 受電期待量＝空容量期待値 発生コマ数 0（0%）

(横軸:2024/4/1~2024/10/31 コマごと)

14

※10月1日より共同調達6社化



（参考）各連系線に関する評価について（北陸・関西間順方向） 15

15

◼ 空容量実績が空容量期待値を下回るコマが12コマあったが、空容量実績が受電期待量を下回るコマは無く
、安定供給面で支障となる状況はなかった。

◼ 受電期待量に対して空容量期待値は十分に存在していた。

観点 評価内容 評価結果

１ 安定供給面 空容量実績＜空容量期待値 発生コマ数（発生率） 12（0.12%）

２ 安定供給面 空容量実績＜受電期待量 発生コマ数（発生率） 0（0%）

３ 効果の拡大 受電期待量＝空容量期待値 発生コマ数 0（0%）

(横軸:2024/4/1~2024/10/31 コマごと) ※連系線作業

※ ※



（参考）各連系線に関する評価について（関西・中国間順方向） 16

16

観点 評価内容 評価結果

１ 安定供給面 空容量実績＜空容量期待値 発生コマ数（発生率） 467（4.55%）

２ 安定供給面 空容量実績＜受電期待量 発生コマ数（発生率） 0（0%）

３ 効果の拡大 受電期待量＝空容量期待値 発生コマ数（発生率） 0（0%）

(横軸:2024/4/1~2024/10/31 コマごと)

◼ 空容量実績が空容量期待値を下回るコマは467コマあったが、空容量実績が受電期待量を下
回る箇所は無く、安定供給面で支障となる状況はなかった。また受電期待量に対して空容量期
待値も十分に存在していた。



（参考）各連系線に関する評価について（中国・四国間順方向） 17

◼ 空容量実績が空容量期待値を下回るコマは12コマあったが、空容量実績が受電期待量を下回
る箇所は無く、安定供給面で支障となる状況はなかった。また受電期待量に対して空容量期待
値も十分に存在していた。

(横軸:2024/4/1~2024/10/31 コマごと)

観点 評価内容 評価結果

１ 安定供給面 空容量実績＜空容量期待値 発生コマ数（発生率） 12（0.12%）

２ 安定供給面 空容量実績＜受電期待量 発生コマ数（発生率） 0（0%）

３ 効果の拡大 受電期待量＝空容量期待値 発生コマ数（発生率） 0（0%）

※: 直流(関西・四国間)の双極停止による
運用容量低下（周波数制約）

※※



（参考）各連系線に関する評価について（中国・九州間順方向） 18

◼ 空容量実績が空容量期待値を下回るコマは149コマ、空容量実績が受電期待量を下回るコマ
は13コマあったが、そのうち連系線の空容量が存在しない4/26,4/30,5/1の該当コマにおいても
エリア内余力は余裕のある状況であった。

観点 評価内容 評価結果

１ 安定供給面 空容量実績＜空容量期待値 発生コマ数（発生率） 149（1.45%）

２ 安定供給面 空容量実績＜受電期待量 発生コマ数（発生率） 13（0.13%）

３ 効果の拡大 受電期待量＝空容量期待値 発生コマ数（発生率） 528（5.14%）

(横軸:2024/4/1~2024/10/31 コマごと)

空容量実績＜受電期待量となったコマ



まとめ 19

◼ 2024年度の三次②共同調達について、必要量の低減効果および連系線活用実績について、
分析評価を行った。

✓必要量については、概ね事前評価で想定した通りの低減効果があった。

✓連系線については、概ね事前に想定した空容量が実運用時点で存在していたため、安定
供給に影響を及ぼす状況ではなかった。

◼ 三次②必要量の低減に向けて、引き続き、共同調達の実績評価を行い、また広域機関殿とも
連携させていただき、運用改善を進めていきたい。


